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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおけるモビリティについての無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を実
施する、第５世代新無線（ＮＲ）ネットワークの無線デバイスにおいて使用するための方
法であって、前記新無線ネットワークは、アナログビームフォーミングとデジタルビーム
フォーミングの両方をサポートしており、
　接続モードでモビリティ参照信号を測定するための測定設定を取得すること（１６１２
）であって、前記測定設定が参照信号タイプを含み、前記参照信号タイプが、複数の可能
な参照信号タイプのうちの参照信号の特定のタイプを示す、測定設定を取得すること（１
６１２）と、
　前記無線デバイスが接続モードにある間、示された前記参照信号タイプの参照信号を測
定するように前記無線デバイスを設定すること（１６１４）と、
　示された前記参照信号タイプの前記参照信号を受信すること（１６１６）と、
　前記無線デバイスが接続モードにある間、前記測定設定に従って前記参照信号を測定す
ること（１６１８）と
を含み、
　前記複数の可能な参照信号タイプが、アクティブモードモビリティ参照信号（ＭＲＳ）
と、アイドルモード同期信号とを含む、方法。
【請求項２】
　前記ＭＲＳがチャネル状態インジケータ参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む、請求項１に
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記載の方法。
【請求項３】
　前記アイドルモード同期信号が、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号
（ＳＳＳ）、および復調用参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記測定設定が、前記アイドルモード同期信号の非ビームフォーミングまたはワイドビ
ーム受信のための設定を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定設定が、前記アイドルモード同期信号のビームスイープ受信のための設定を含
む、請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定設定が、前記ＭＲＳのビームスイープ受信のための設定を含む、請求項１から
３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＲＳがビーム識別子を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＭＲＳがセル識別子をさらに含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　受信された前記参照信号に基づく測定報告をネットワークノードに送ること（１６２０
）と、
　ハンドオーバを実施すること（１６２２）と
をさらに含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　接続モードでモビリティ参照信号を測定するための第２の測定設定を取得すること（１
６１２）であって、前記第２の測定設定が第２の参照信号タイプを含み、前記第２の参照
信号タイプが、前記複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の特定のタイプを示す
、第２の測定設定を取得すること（１６１２）と、
　示された前記第２の参照信号タイプの参照信号を測定するように前記無線デバイスを設
定すること（１６１４）と、
　示された前記第２の参照信号タイプの前記参照信号を受信すること（１６１６）と、
　前記第２の測定設定に従って前記参照信号を測定すること（１６１８）と
をさらに含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　無線ネットワークにおけるモビリティについての無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を実
施することが可能な、第５世代新無線（ＮＲ）ネットワークの無線デバイス（１１０）で
あって、前記新無線ネットワークは、アナログビームフォーミングとデジタルビームフォ
ーミングの両方をサポートしており、
　接続モードでモビリティ参照信号を測定するための測定設定を取得することであって、
前記測定設定が参照信号タイプを含み、前記参照信号タイプが、複数の可能な参照信号タ
イプのうちの参照信号の特定のタイプを示す、測定設定を取得することと、
　前記無線デバイスが接続モードにある間、示された前記参照信号タイプの参照信号を測
定するように前記無線デバイスを設定することと、
　示された前記参照信号タイプの前記参照信号を受信することと、
　前記無線デバイスが接続モードにある間、前記測定設定に従って前記参照信号を測定す
ることと
を行うように動作可能な処理回路要素（１１２０）を備え、
　前記複数の可能な参照信号タイプが、アクティブモードモビリティ参照信号（ＭＲＳ）
と、アイドルモード同期信号とを含む、無線デバイス（１１０）。
【請求項１２】
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　前記ＭＲＳがチャネル状態インジケータ参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含む、請求項１１
に記載の無線デバイス。
【請求項１３】
　前記アイドルモード同期信号が、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号
（ＳＳＳ）、および復調用参照信号（ＤＭＲＳ）のうちの少なくとも１つを含む、請求項
１１に記載の無線デバイス。
【請求項１４】
　前記測定設定が、前記アイドルモード同期信号の非ビームフォーミングまたはワイドビ
ーム受信のための設定を含む、請求項１１から１３のいずれか一項に記載の無線デバイス
。
【請求項１５】
　前記測定設定が、前記アイドルモード同期信号のビームスイープ受信のための設定を含
む、請求項１１から１３のいずれか一項に記載の無線デバイス。
【請求項１６】
　前記測定設定が、前記ＭＲＳのビームスイープ受信のための設定を含む、請求項１１か
ら１３のいずれか一項に記載の無線デバイス。
【請求項１７】
　前記ＭＲＳがビーム識別子を含む、請求項１６に記載の無線デバイス。
【請求項１８】
　前記ＭＲＳがセル識別子をさらに含む、請求項１７に記載の無線デバイス。
【請求項１９】
　前記処理回路要素が、
　受信された前記参照信号に基づく測定報告をネットワークノード（１２０）に送ること
と、
　ハンドオーバを実施することと
を行うようにさらに動作可能である、請求項１１から１８のいずれか一項に記載の無線デ
バイス。
【請求項２０】
　前記処理回路要素は、
　接続モードでモビリティ参照信号を測定するための第２の測定設定を取得することであ
って、前記第２の測定設定が第２の参照信号タイプを含み、前記第２の参照信号タイプが
、前記複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の特定のタイプを示す、第２の測定
設定を取得することと、
　示された前記第２の参照信号タイプの参照信号を測定するように前記無線デバイスを設
定することと、
　示された前記第２の参照信号タイプの前記参照信号を受信することと、
　前記第２の測定設定に従って前記参照信号を測定することと
を行うようにさらに動作可能である、請求項１１から１９のいずれか一項に記載の無線デ
バイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示のいくつかの実施形態は、一般に、無線通信に関し、より詳細には、アクティブ
モードモビリティ（ＡＭＭ：ａｃｔｉｖｅ　ｍｏｄｅ　ｍｏｂｉｌｉｔｙ）測定のための
信号設定に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な無線（ｗｉｒｅｌｅｓｓ）、セルラー、または無線（ｒａｄｉｏ）通信ネット
ワークにおいて、移動局、端末、および／またはユーザ機器（ＵＥ）としても知られる、
無線デバイスが、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：Ｒａｄｉｏ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅ
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ｔｗｏｒｋ）を介して１つまたは複数のコアネットワークと通信する。ＲＡＮは、セルに
分割される地理的エリアをカバーする。各セルは、基地局（たとえば、無線基地局（ＲＢ
Ｓ：ｒａｄｉｏ　ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、あるいは、いくつかのネットワークでは
、たとえば、「ノードＢ」、「ｅノードＢ」、または「ｅＮＢ」と呼ばれることもあるネ
ットワークノード）によってサーブされる。セルは、アンテナと無線基地局とがコロケー
トされない場合、基地局サイトまたはアンテナサイトにある無線基地局によって無線カバ
レッジが与えられる、地理的エリアである。１つの無線基地局は、１つまたは複数のセル
をサーブし得る。
【０００３】
　ＵＥが無線通信システムに初期に接続するとき、たとえば、電源投入後、または拡大さ
れたスリープ期間の後に起動するとき、ＵＥは初期アクセスプロシージャを経る。プロシ
ージャの第１のステップは、一般に、ＵＥが、ネットワークアクセスノードによって定期
的にブロードキャストされる同期信号を探索および検出することである。正常な時間周波
数整合の後に、ＵＥは、ネットワークからの追加情報（たとえば、システム情報）をリッ
スンし、および／または（しばしば物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）メッセ
ージと呼ばれる）ネットワークに加わりたいとの要求で応答し得る。加わりたいとの要求
が、システムにおける他の送信と競合することがあるので、ＵＥは、一般に、恣意的な時
間においてその要求を送ることを許容されない。そうではなく、ＵＥは、ダウンリンク信
号が受信された後のあらかじめ規定された時間間隔において、要求を送る。一例が図１に
示されている。
【０００４】
　図１は、例示的な初期アクセスプロシージャを示すブロック図である。水平軸は時間を
表す。図示の例は、５Ｇのための１つの可能な初期アクセスシーケンスである。ＵＥは、
少なくとも同期を与えるシグネチャシーケンス（ＳＳ：ｓｉｇｎａｔｕｒｅ　ｓｅｑｕｅ
ｎｃｅ）信号１０と、関連するシステム情報ブロック（ＭＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）１２とを検出し、ＭＩＢ１２は、ＳＳ１０とともに、ＰＲ
ＡＣＨプロシージャを介してシステムにアクセスするための必須のシステム情報を与える
。受信されたＳＳ＋ＭＩＢは、追加のシステム情報をアクセス情報テーブル（ＡＩＴ）１
４または他のシステムブロードキャスト送信から取り出すためのインデックスとして使用
され得る。
【０００５】
　別のＵＥ特徴は、アイドルモードモビリティ（ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ　ｍｏｂｉｌｉｔｙ
）と呼ばれることがある。一例として、初期アクセス信号は、一般に、アイドルモードで
のＵＥ制御されたモビリティのために、ＵＥによって使用されることもある。ＵＥは、Ｓ
Ｓおよび場合によっては他の関連する信号を使用して、いくつかのセルに対するリンク品
質を比較する。別のセルに対するリンク品質が、前に最良のセルよりも良好になる場合、
ＵＥは、新しいセルに対するランダムアクセス（ＲＡ）プロシージャを実施し、たとえば
、ページングシグナリングの目的で新しいセルに登録し得る。そのプロシージャは、セル
再選択と呼ばれることがある。
【０００６】
　いくつかのネットワークは、ビームベースシステムを含む。現代のセルラーシステム、
たとえば、５Ｇ　ＮＲシステムは、データ送信のために大きいアンテナアレイをもつ高度
アンテナシステムを使用し得る。そのようなアンテナアレイの場合、いくつかの方向にお
ける信号強度を増加させ、および／またはいくつかの方向における干渉を低減するために
、データ信号がナロービーム中で送信され得る。ナロービームを使用することが、リンク
品質を改善し、空間分離を可能にし、ユーザ間の干渉を低減し得る。アレイを使用するこ
とは、高周波展開において十分なリンク品質を保証し、ここで、個々のアンテナエレメン
ト開口は、小さく、十分な信号エネルギーを個々にキャプチャしない。それらのエレメン
トをコヒーレントに整合することが、ある方向における有効なビーム利得およびビーム指
向性を与える。
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【０００７】
　ビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）を用いた大きいアレイは、アクセスノ
ード（ＡＮ）と固有のＵＥとの間でデータを送信するときに利益を与え得、それにより、
ブロードキャストシステム情報分配が複雑になる。いくつかの場合には、大きいアレイか
らの広いビームを設定することが可能である場合でも、ＵＥにおける信号強度は不十分で
あり得、長期コヒーレント累積が必要とされ得る。そのような累積の程度は、ＵＥ局部発
振器（ＬＯ）安定性と、チャネルコヒーレンス時間とによって限定される。したがって、
５Ｇにおけるブロードキャスト情報（ＡＩＴ、ＭＩＢ、およびＳＳ）は、いくつかの場合
には、少なくともより高い周波数の展開において、ビームスイーピング（ｂｅａｍ　ｓｗ
ｅｅｐｉｎｇ）を使用して送信され得る。
【０００８】
　別のＵＥ特徴は、アクティブモードモビリティと呼ばれることがある。アクティブモー
ドでは、移動するＵＥの接続は、ＵＥがネットワークにおける異なるセルカバレッジエリ
アにわたって移動するとき、シームレスにハンドオーバされる。ハンドオーバは、ＵＥの
進行中の接続をあるノード（たとえば、サービングノード）から別のノード（たとえば、
ターゲットノード）に、またはあるセルから同じノード内の別のセルに転送するプロセス
である。ハンドオーバは、透過的なサービスまたはサービス継続性をより大きいエリア上
で与える。ハンドオーバは、データの損失なしに、好ましくは、中断なしに起こるべきで
ある。
【０００９】
　ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）のようなレガシーセルベースシス
テムは、モビリティ測定のためにセル固有参照信号（ＣＲＳ：ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）を使用する。ＣＲＳは、システムにおけるＵＥ
の存在または位置にかかわらず、バンド幅全体上で、常時オン様式ですべてのネイバーセ
ル中でブロードキャストされる。ＣＲＳは、測定しやすく、一貫した結果をもたらしやす
いが、静的ＣＲＳシグナリングが、ダウンリンクにおける高いリソース使用、電力消費、
および一定のセル間干渉生成をもたらす。すべての基地局は、基地局自体のセルおよびネ
イバーセル中のＵＥが、ターゲットセル品質を推定するために使用するパイロット信号を
連続的に送信する。これは、ＧＳＭ（ＢＣＣＨ）、ＷＣＤＭＡ（ＣＰＩＣＨ）においても
、およびＷｉＦｉ（ビーコン）においても真である。各ＵＥは、いくつかの報告条件が満
足されるとき（周期的またはイベントベース）、周期的測定を実施し、測定結果をネット
ワークに報告する。サービングセル品質が別の候補セルの電力に近づいていることが検出
された場合、より詳細な測定プロセスまたはハンドオーバプロシージャが、始動され得る
。
【００１０】
　原則として、初期アクセス信号（ＳＳおよび他の関連する信号）は、十分なレートで送
信された場合、アクティブモードモビリティ測定のためにも使用され得る。それらは、測
定報告をネットワークに返す目的で、候補セルに関してリンク品質を推定することを容易
にする。
【００１１】
　現代のビームベースシステムでは、サービングノード識別情報およびターゲットノード
識別情報は、ノード間ハンドオーバ中にシームレス接続を維持するためにもはや十分でな
い。ネイバリング基地局におけるナロービーム間のハンドオーバ管理が必要になり、サー
ビング基地局も、自身のセル内でビーム切替えまたはビーム更新が必要であるかどうかを
判定する必要がある。したがって、サービングリンクは、事実上、基地局がそれを通して
ＵＥと現在通信しているビームであり得、それがハンドオーバするかまたは切り替える先
のビームは、ターゲットリンクになる。
【００１２】
　新しい無線（ＮＲ）のようなビームベースシステムでは、過度の静的ダウンリンク参照
信号を回避することが、望ましい。代わりに、ネットワークは、関係する候補ビーム中で
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のみ、ＵＥ固有様式でのモビリティ参照信号（ＭＲＳ：ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）をオンにし得る。これは、ネットワークが、ＵＥのためのビーム
更新が必要とされ得ると決定したとき（たとえば、減少するサービングビーム品質が検出
されたとき）に行われる。各アクティブ化されたビームは、タイミング同期構成要素（Ｔ
ＳＳ：ｔｉｍｉｎｇ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）を含んで
いるＭＲＳを送信し、ＴＳＳの内容は、すべてのビームおよびビーム識別情報構成要素（
ＢＲＳ：ｂｅａｍ　ｉｄｅｎｔｉｔｙ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）に共通であり得、ＢＲＳは
、ビーム識別情報を搬送し、ビーム固有である。
【００１３】
　ビームベースシステムは、様々なＭＲＳ測定および報告ストラテジーを使用し得る。Ｌ
ＴＥのようなネットワークにおいて、ＵＥは、受信されたサンプルストリームをＭＲＳの
存在について連続的に監視していることがある。何らかのイベント基準が満たされた（た
とえば、しきい値を上回る信号品質をもつＭＲＳが検出された）とき、ＵＥは、受信され
たＭＲＳ　ＩＤおよび信号品質をネットワークに報告し得る。報告は、モビリティ判定の
ために、およびネイバーまたはビーム解像度レベルにおける自動ネイバー関係（ＡＮＲ：
ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｎｅｉｇｈｂｏｒ　ｒｅｌａｔｉｏｎ）データベースを構築するた
めに使用され得る。
【００１４】
　代替５Ｇスタイルネットワークにおいて、ネットワークは、（たとえば、劣化するサー
ビングリンク品質、またはモビリティ測定を始動するための別の理由が、識別されたとき
）制御シグナリングを介して測定コマンドを送信することによって、ＭＲＳ測定をトリガ
する。測定コマンドは、報告命令と、いくつかの場合には、測定すべきＭＲＳの明示的リ
ストとを含んでいることがある。サービングおよび／または他の候補ネイバーは、アップ
リンク中で測定報告を受信するためのアップリンクリソースを予約する。
【００１５】
　ＬＴＥなど、レガシー無線アクセス技術（ＲＡＴ）およびネットワークにおいて、アク
ティブモードモビリティ（ＡＭＭ）参照信号および測定フレームワークは固定されており
、信号の同じセットが、すべての展開および動作シナリオにおいて使用される。古いモデ
ルに続いて、新しい規格は、たとえば、ＵＥの存在にかかわらず送信される常時オンアイ
ドルモード信号に依拠する、静的なモビリティ参照信号フレームワークを選定することが
できる。そのようなフレームワークは、概念的に単純であるが、すべてのモビリティ参照
信号の絶え間ない送信により、エネルギーまたはリソース効率的ではない。
【００１６】
　ＬＴＥにおいて、たとえば、セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）が、すべてのサブフレーム中でお
よびバンド幅全体にわたって送信される。ＬＴＥにおけるアイドルＵＥが、セルＩＤを符
号化するＰＳＳ／ＳＳを検出すると、ＵＥは、各セルについてのＣＲＳに基づいてＬＴＥ
セルを選択／再選択する。ＵＥが（たとえば、ＵＥがキャンプオンしていたセルに接続し
た後に）接続状態（ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｓｔａｔｅ）にあると、ＵＥは、アイドルモー
ドで使用されたのと同じ信号を介してセルを検出し続け、同じリソース（すなわち、すべ
てのサブフレームおよびバンド全体上）中で同じく送信された同じＣＲＳに基づいて、Ｒ
ＲＭ測定を実施する。要約すれば、ＬＴＥ　ＵＥは、アイドルモードにあるのか接続モー
ド（Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｍｏｄｅ）にあるのかにかかわらず、同じ静的な様式で（すな
わち、セルセクタ中で）送信された、ＲＲＭ測定を実施するための同じ参照信号、すなわ
ちＣＲＳを測定する。
【００１７】
　ＮＲなどのビームベースシステムでは、特により高い周波数（ＨＦ）で（たとえば、６
ＧＨｚを上回って）動作しているとき、追加の問題が存在し得る。ＬＴＥにおいて、アイ
ドルＵＥは、その同期信号、ＰＳＳ／ＳＳＳによって規定される最良のセルにキャンプオ
ンする。ＰＳＳ／ＳＳＳを検出し、ＰＳＳ／ＳＳＳと同期すると、ＵＥは、セルＩＤ（Ｐ
ＣＩ）を知り、システム情報を収集し、セルにアクセスすることが可能である。
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【００１８】
　ＬＴＥにおけるＰＳＳ／ＳＳＳは、５ミリ秒（ｍｓ）ごとに送信される。そのことは、
たとえば、ＵＥが、５ｍｓの恣意的に配置された時間ウィンドウ内のＰＳＳ／ＳＳＳを探
索することによって、ネイバーセルを検出および測定し得ることを保証する。しかしなが
ら、５ＧＨｚバンド中の未ライセンススペクトル動作の場合、そのような頻繁な送信は、
送信すべきユーザデータを基地局が有しないときは許容できない。同様に、Ｒｅｌ－１２
において導入されたスモールセルオン／オフ（Ｓｍａｌｌ－Ｃｅｌｌ－Ｏｎ／Ｏｆｆ）特
徴は、ＵＥがセルを検出および測定するために使用する、４０、８０または１６０ｍｓご
とに循環する発見参照信号（ＤＲＳ：Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ－Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ－Ｓｉｇ
ｎａｌ）を規定する。ＵＥが、セルからのデータをアクティブに送信または受信していな
いとき、中間ＰＳＳ／ＳＳＳオケージョンが抑制される。
【００１９】
　低減された干渉に加えて、疎な（ｓｐａｒｓｅ）送信は、ネットワークがエネルギー効
率のために長い間欠送信（ＤＴＸ：ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ）サイクルを適用することを可能にし得、これは、低いトラフィックアクティビティ
（たとえば、すべてのセルの９０％における時間の９０％）をもつ状況の場合、特に重要
である。ＮＲは、アイドルモードプロシージャをサポートするための信号の疎な送信を含
み得る。たとえば、ＴＲ３８．９１３（Ｓｔｕｄｙ　ｏｎ　Ｓｃｅｎａｒｉｏｓ　ａｎｄ
　Ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ）は、ＮＲについてのネットワークエネルギー効率に関係す
る要件および設計ターゲットを含んでいる。ＮＲにおけるシステム情報分配に関して、シ
ステム情報ブロードキャストは、（たとえば、長いＤＴＸ持続時間による）ネットワーク
効率を可能にする設定を許容するべきである。
【００２０】
　したがって、アイドルモードプロシージャをサポートするために主に送信される信号の
周期性は、長いＤＴＸ持続時間（たとえば、１００ｍｓ）を許容するように設定可能であ
るべきである。アイドルモード同期信号「ｘＳＳ」は、信号のうちの１つ（ならびに最小
のブロードキャスされるシステム情報）である。同時に、セル選択、セル再選択、システ
ム情報収集および初期アクセスなど、アイドルモードプロシージャは、依然として、ＮＲ
要件を満たすことが可能であるべきである。したがって、ＮＲプロシージャは、（ｘＳＳ
などの）アイドルモード動作をサポートする信号が、長いＤＴＸサイクル（たとえば、１
００ｍｓ）をもつ設定を許容するという仮定の下で設計されるべきである。
【００２１】
　接続モードでは、いくつかのハンドオーバシナリオは、ＵＥが、（サービングセルと緊
密に同期されていない限り）ネイバーセルと同期することと、ＲＲＭ測定を実施し、適時
の測定報告をトリガすることとの両方を可能にするために、良好なハンドオーバ性能を保
証するための（１つまたは複数の）信号の頻繁な送信を必要とする。ＬＴＥにおいて、こ
れは、５ｍｓ周期性をもつＰＳＳ／ＳＳＳの送信と、すべてのサブフレーム中で送信され
るセル固有参照信号（ＣＲＳ）とによって達成される。
【００２２】
　ＬＴＥの場合のように、接続モードにあるＮＲ　ＵＥは、同じく、ＲＲＣ駆動型モビリ
ティをサポートするために、ネイバーＴＲＰ／セルと同期することと、ＲＲＭ測定を実施
し、適時の測定報告をトリガすることとを必要とする。接続モードでは、アクティブＵＥ
の存在が、ネットワークに長いＤＴＸサイクルを無効にさせるので、ネットワークエネル
ギー効率の懸念は、前に説明された場合とは同じでない。したがって、ＲＲＣ駆動型モビ
リティをサポートするための参照信号の送信は、ｘＳＳと比べて、これらが異なる信号で
あると仮定すると、ｘＳＳよりも頻繁であり得る。接続モード同期信号（「ＲＳ」）は、
より頻繁に送信される必要があり得る。
【００２３】
　ＬＴＥにおける別のプロパティは、サービングおよびネイバーセルのＰＳＳ／ＳＳＳ／
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ＣＲＳのＳＩＮＲが、ＵＥの受信機のダイナミックレンジ中にある場合、接続されたＵＥ
は、サービングセルと同じキャリア周波数においてネイバーセルを検出することが可能で
あることである。追加の要件は、ＵＥが測定することを意図する参照信号を隠さないため
に、サービングおよびネイバーセルのデータ送信がダイナミックレンジ内でなければなら
ないことである。ＬＴＥにおいて、これは、データチャネルが、大規模ビームフォーミン
グを受けず、したがって、それらのＳＩＮＲが、ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳのＳＩＮＲと同
様であるので、当てはまる。ＬＴＥにおいて、ＵＥは、ＵＥが、データ／制御チャネルを
復号することができるのと同時に、ネイバーセルを検出し、ネイバーセルの測定を実施す
ることが可能である。
【００２４】
　ＮＲは、（拡大されたカバレッジ、増加されたセルエッジスループット、および改善さ
れた能力を与えるために）アナログビームフォーミングとデジタルビームフォーミングの
両方をサポートする高度アンテナの完全な使用を可能にし得る。したがって、アクティブ
モードにあるＵＥのデータチャネルは、常に、特に高周波展開において、高利得ビームフ
ォーミングを用いて送信され得る。データ信号と同期信号との同時受信を可能にするため
に、それらの信号は、同様の電力でＵＥにおいて受信されなければならない。より正確に
は、両方の信号の受信電力は、ＵＥ受信側のダイナミックレンジ内に入らなければならな
い。一例が図２に示されている。
【００２５】
　図２は、ＵＥ受信機のダイナミックレンジ内のデータ信号および同期信号の受信電力を
示すチャートである。垂直軸は受信電力を表す。ＮＲにおいて、データ／制御チャネルが
ビームフォーミングされるとき、ＲＲＣ駆動型モビリティをサポートするために（すなわ
ち、同期を与え、ＲＲＭ測定を可能にするために）使用される参照信号も、ビームフォー
ミングされるものとする。
【００２６】
　要約すれば、ネットワークエネルギー効率が、同期信号（たとえば、ＰＳＳ／ＳＳＳ）
など、アイドル動作をサポートする信号の疎な送信から利益を得る。ハンドオーバをサポ
ートするためにＲＲＭ測定を実施するためのネイバー検出が、（ＲＲＣ駆動型モビリティ
の場合）参照信号のビームフォーミングから利益を得る。
【００２７】
　ＮＲのための１つの可能な提案は、ビームフォーミングが接続モードで必要とされると
き、アイドルモードでもビームフォーミングを使用することである。たとえば、（たとえ
ば、データチャネルも、ビームフォーミングしているとき）接続モードにある信号のため
に、高利得ビームフォーミングが使用されることが必要とされるとき、ならびに、ＵＥが
（ＵＴＲＡＮにおける圧縮モードでのように）測定を実施するように設定されるにすぎな
い、送信ギャップを規定するのを回避するために、（接続された）参照信号、アイドルモ
ード動作をサポートする信号、およびシステム情報は、ＲＲＣ駆動型モビリティの問題を
解決するために同じやり方でビームスイーピングをも使用するべきである。
【００２８】
　この提案に関する問題は、これが、（ビームごとの、および多くのナロービーム中で送
信される）システム情報オーバーヘッドを増加させることと、（たとえば、適切なＲＲＣ
駆動型モビリティソリューションを可能にするためのシステム情報のＳＦＮ送信を介した
）エネルギー効率に関するさらなる拡張を無効にすることとである。言い換えれば、これ
らの懸念は、分離されないことがある。モビリティのためにより多くのビームが設定され
る必要がある場合、要求がまったく異なり得るにもかかわらず、初期アクセスのために同
じ数が設定される必要がある。アイドルモードでは、信号が、ＰＲＡＣＨカバレッジを改
善するためにより長い間隔およびよりワイドなビーム中でスイープされ得るが、接続モー
ドでは、より粒状のビームが必要とされ得る。
【００２９】
　別の提案は、別様におよび異なる周期性を用いて参照信号がビームフォーミングされ得
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るように、アイドルモードおよび接続モードで異なる参照信号を使用することである。た
とえば、この提案は、アクティブＵＥがサーブされる必要があるときにのみ送信される、
（同期信号ＰＳＳ／ＳＳＳなどの）アイドルモード動作をサポートする信号への追加の信
号として、接続モード動作（たとえば、ハンドオーバ）をサポートするためのＲＲＭ測定
のための参照信号を規定し得る。そうすることによって、ネットワークは、アイドルモー
ド動作と接続モード動作とを独立してサポートする信号の周期性を調整し、アイドルモー
ド動作および接続モード動作をサポートする信号の異なるビーム設定から恩恵を受けるこ
とが可能である。たとえば、それにより、（アイドルモードで使用される）最小システム
情報を搬送する物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）の単一ビーム送信を可能にす
るが、ＲＲＣベースモビリティをサポートするために接続モードでＲＲＭ測定のために使
用される参照信号のためのマルチビーム送信をも可能になる。
【００３０】
　この提案は、接続されたＵＥによって使用される参照信号をマルチビーム様式で送信す
るが、アイドルモードをサポートする信号を単一ビーム様式で送信することによって、ダ
イナミックレンジ問題点に対処する可能性を可能にする（ＳＦＮ送信の可能性がシステム
情報オーバーヘッドを低減することを可能にする）。
【００３１】
　（本明細書ではしばしばモビリティ参照信号（ＭＲＳ）と呼ばれる）追加のビームフォ
ーミングされた参照信号は、少なくともビームＩＤを符号化し得、ＵＥはビームＩＤを使
用して、同じものの複数のオケージョン上でＲＲＭ測定を実施し、ビームごとのＲＲＭ測
定をサービングＴＲＰに報告し、サービングＴＲＰが、ＵＥが接続することができる固有
のビームに関連するハンドオーバコマンドを送ることを可能にし得る。いくつかの例が、
図３～図６に示されている。
【００３２】
　図３は、ｘＳＳおよびシステム情報の単一ビーム送信のブロック図である。水平軸は時
間を表す。図示の例では、単一のビーム同期信号１６が、１００ｍｓの間隔で送信される
。
【００３３】
　図４は、ｘＳＳおよびシステム情報の単一ビーム送信と、モビリティ参照信号のビーム
スイーピング送信とのブロック図である。図示の例は、アクティブＵＥを含むエリアにお
いて、モビリティ参照信号１８を送信するためにビームスイーピングが使用されることを
除いて、図３と同様である。
【００３４】
　図５は、ｘＳＳおよびシステム情報のビームスイーピング送信を示すブロック図である
。図示の例は、ビームスイーピングを使用して同期信号１６が送信されることを除いて、
図３と同様である。
【００３５】
　図６は、ｘＳＳ、システム情報、およびモビリティ参照信号のビームスイーピング送信
を示すブロック図である。図示の例は、ビームスイーピングを使用して同期信号１６が送
信されることを除いて、図４と同様である。ビームスイーピング設定は、同期信号１６お
よびモビリティ参照信号１８について異なり得る。
【００３６】
　そのフレキシビリティにもかかわらず、この提案の欠点は、これが、接続モードＵＥに
ついてのＲＲＭ測定のために使用される追加の参照信号を導入することであり、その導入
は、アイドルモード動作をサポートするために使用される信号（たとえば、ＰＳＳ／ＳＳ
Ｓ）への追加のオーバーヘッドを表す。さらに、信号が高利得でビームフォーミングされ
、および／またはより高い頻度で送信され得るように、新しい信号が導入される。しかし
ながら、いくつかのシナリオでは、ＰＳＳ／ＳＳＳ周期性は、（たとえば、長いＤＴＸが
それほど多くのエネルギーを節約しないスモールセル中で）極めて頻繁である。他のシナ
リオでは、ＵＥへのビームフォーミング利得はあまり高くなく、その結果、ＵＥが接続モ
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ードにある間、ＲＲＭ測定を実施するためにワイドビームが検出され、使用され得る。高
利得ビームフォーミングの場合でも、ＵＥトラフィックのバースト的性質が、周波数内Ｒ
ＲＭ測定のためにさえ送信ビームフォーミングギャップの使用を容易にし得るというシナ
リオもある。
【００３７】
　ＮＲなどの５Ｇネットワークにおいて、異なる展開の範囲は広く、その範囲は、１ＧＨ
ｚから１００ＧＨｚまでの周波数範囲、および地方のマクロネットワークからＵＤＮまで
の展開の範囲をカバーする。特に、広範囲のモビリティシナリオおよびセルごとのＵＥの
数が、あるＡＭＭが効率的であるかどうか、およびそのＡＭＭがどのように機能するかを
決定する。単一のおよび固定されたＡＭＭ手法が、すべての展開およびシナリオにおいて
最適なＡＭＭ性能を与えるとは限らない。したがって、効率および性能を保証するために
、ＡＭＭ参照信号および測定フレームワークを選択するためのよりフレキシブルな手法が
必要である。
【発明の概要】
【００３８】
　いくつかの実施形態によれば、無線ネットワークにおけるモビリティについての無線リ
ソース管理（ＲＲＭ）測定を実施する無線デバイスにおいて使用するための方法が、接続
モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得することを含む。測定設定は参
照信号タイプを含む。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプ（たとえば、ＰＳ
Ｓ、ＳＳＳ、ＤＭＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ）のうちの参照信号の特定のタイプを示す。方法は
、示されたタイプの参照信号を測定するように無線デバイスを設定することと、示された
タイプの参照信号を受信することと、測定設定に従って参照信号を測定することとをさら
に含む。
【００３９】
　特定の実施形態では、複数の可能な参照信号タイプは、アクティブモードモビリティ信
号（ＭＲＳ）と、アイドルモード同期信号とを含む。ＭＲＳはチャネル状態インジケータ
参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ：ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）を含み得る。アイドルモード同期信号は、プライマリ同期信
号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、および復調用参照信号（ＤＭＲＳ）のう
ちの少なくとも１つを含み得る。
【００４０】
　特定の実施形態では、測定設定は、アイドルモード同期信号の非ビームフォーミング（
ｎｏｎ－ｂｅａｍｆｏｒｍｅｄ）またはワイドビーム受信のための設定を含む。測定設定
は、アイドルモード同期信号のビームスイープ（ｂｅａｍ－ｓｗｅｐｔ）受信のための設
定を含み得る。測定設定は、ＭＲＳのビームスイープ受信のための設定を含み得る。ＭＲ
Ｓは、ビーム識別子および／またはセル識別子を含み得る。
【００４１】
　特定の実施形態では、方法は、受信された参照信号に基づく測定報告をネットワークノ
ードに送ることと、ハンドオーバを実施することとをさらに含む。方法は、接続モードで
モビリティ信号を測定するための第２の測定設定を取得することを含み得る。第２の測定
設定は第２の参照信号タイプを含む。第２の参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タ
イプのうちの参照信号の特定のタイプを示す。方法は、示された第２の参照信号タイプの
参照信号を測定するように無線デバイスを設定することと、示された第２の参照信号タイ
プの参照信号を受信することと、第２の測定設定に従って参照信号を測定することとをさ
らに含み得る。
【００４２】
　いくつかの実施形態によれば、無線デバイスが、無線ネットワークにおけるモビリティ
についてのＲＲＭ測定を実施することが可能である。無線デバイスは、接続モードでモビ
リティ信号を測定するための測定設定を取得するように動作可能な処理回路要素を備える
。測定設定は参照信号タイプを含む。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプの
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うちの参照信号の特定のタイプを示す。処理回路要素は、示された参照信号タイプの参照
信号を測定するように無線デバイスを設定することと、示された参照信号タイプの参照信
号を受信することと、測定設定に従って参照信号を測定することとを行うようにさらに動
作可能である。
【００４３】
　特定の実施形態では、複数の可能な参照信号タイプは、アクティブモードＭＲＳと、ア
イドルモード同期信号とを含む。ＭＲＳはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。アイドルモード同期
信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＤＭＲＳのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００４４】
　特定の実施形態では、測定設定は、アイドルモード同期信号の非ビームフォーミングま
たはワイドビーム受信のための設定を含み得る。測定設定は、アイドルモード同期信号の
ビームスイープ受信のための設定を含む。測定設定は、ＭＲＳのビームスイープ受信のた
めの設定を含み得る。ＭＲＳは、ビーム識別子および／またはセル識別子を含み得る。
【００４５】
　特定の実施形態では、処理回路要素は、受信された参照信号に基づく測定報告をネット
ワークノードに送ることと、ハンドオーバを実施することとを行うようにさらに動作可能
である。処理回路要素は、接続モードでモビリティ信号を測定するための第２の測定設定
を取得するようにさらに動作可能であり得る。第２の測定設定は第２の参照信号タイプを
含む。第２の参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の特定の
タイプを示す。処理回路要素は、示された第２の参照信号タイプの参照信号を測定するよ
うに無線デバイスを設定することと、示された第２の参照信号タイプの参照信号を受信す
ることと、第２の測定設定に従って参照信号を測定することとを行うようにさらに動作可
能である。
【００４６】
　いくつかの実施形態によれば、無線ネットワークにおけるモビリティについての参照信
号を測定するように無線デバイスを設定するネットワークノードにおいて使用するための
方法が、接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得することを含む。
測定設定は参照信号タイプを含む。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプのう
ちの参照信号の特定のタイプを示す。方法は、測定設定を無線デバイスに送信することと
、示された参照信号タイプの参照信号を送信することとをさらに含む。
【００４７】
　特定の実施形態では、複数の可能な参照信号タイプは、アクティブモードＭＲＳと、ア
イドルモード同期信号とを含む。ＭＲＳはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。アイドルモード同期
信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＤＭＲＳのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００４８】
　特定の実施形態では、測定設定は、アイドルモード同期信号の非ビームフォーミングま
たはワイドビーム受信のための設定を含み得る。測定設定は、アイドルモード同期信号の
ビームスイープ受信のための設定を含む。測定設定は、ＭＲＳのビームスイープ受信のた
めの設定を含み得る。ＭＲＳは、ビーム識別子および／またはセル識別子を含み得る。
【００４９】
　特定の実施形態では、方法は、無線デバイスから測定報告を受信することと、無線デバ
イスのためにハンドオーバを実施することとをさらに含む。方法は、接続モードでモビリ
ティ信号を測定するための第２の測定設定を取得することをさらに含み得る。第２の測定
設定は第２の参照信号タイプを含む。第２の参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タ
イプのうちの参照信号の特定のタイプを示す。方法は、第２の測定設定を無線デバイスに
送信することと、示された第２の参照信号タイプの第２の参照信号を送信することとをさ
らに含む。
【００５０】
　いくつかの実施形態によれば、ネットワークノードが、無線ネットワークにおけるモビ
リティについての参照信号を測定するように無線デバイスを設定することが可能である。
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ネットワークノードは、接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得す
るように動作可能な処理回路要素を備える。測定設定は参照信号タイプを含む。参照信号
タイプは、複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の特定のタイプを示す。処理回
路要素は、測定設定を無線デバイスに送信することと、示された参照信号タイプの参照信
号を送信することとを行うようにさらに動作可能である。
【００５１】
　特定の実施形態では、複数の可能な参照信号タイプは、アクティブモードＭＲＳと、ア
イドルモード同期信号とを含む。ＭＲＳはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。アイドルモード同期
信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、およびＤＭＲＳのうちの少なくとも１つを含み得る。
【００５２】
　特定の実施形態では、測定設定は、アイドルモード同期信号の非ビームフォーミングま
たはワイドビーム受信のための設定を含み得る。測定設定は、アイドルモード同期信号の
ビームスイープ受信のための設定を含む。測定設定は、ＭＲＳのビームスイープ受信のた
めの設定を含み得る。ＭＲＳは、ビーム識別子および／またはセル識別子を含み得る。
【００５３】
　特定の実施形態では、処理回路要素は、無線デバイスから測定報告を受信することと、
無線デバイスのためにハンドオーバを実施することとを行うようにさらに動作可能である
。処理回路要素は、接続モードでモビリティ信号を測定するための第２の測定設定を取得
するようにさらに動作可能である。第２の測定設定は第２の参照信号タイプを含む。第２
の参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の特定のタイプを示
す。処理回路要素は、第２の測定設定を無線デバイスに送信することと、示された第２の
参照信号タイプの第２の参照信号を送信することとを行うようにさらに動作可能である。
【００５４】
　いくつかの実施形態によれば、無線デバイスが、無線ネットワークにおけるモビリティ
についてのＲＲＭ測定を実施することが可能である。無線デバイスは、取得モジュールと
、受信モジュールと、測定モジュールとを備える。取得モジュールは、接続モードでモビ
リティ信号を測定するための測定設定を取得するように動作可能である。測定設定は参照
信号タイプを含む。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の
特定のタイプを示す。測定モジュールは、示された参照信号タイプの参照信号を測定する
ように無線デバイスを設定するように動作可能である。受信モジュールは、示された参照
信号タイプの参照信号を受信するように動作可能である。測定モジュールは、測定設定に
従って参照信号を測定するようにさらに動作可能である。
【００５５】
　いくつかの実施形態によれば、ネットワークノードが、無線ネットワークにおけるモビ
リティについての参照信号を測定するように無線デバイスを設定することが可能である。
ネットワークノードは、取得モジュールと送信モジュールとを備える。取得モジュールは
、接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得するように動作可能であ
る。測定設定は参照信号タイプを含む。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプ
のうちの参照信号の特定のタイプを示す。送信モジュールは、測定設定を無線デバイスに
送信することと、示された参照信号タイプの参照信号を送信することとを行うように動作
可能である。
【００５６】
　コンピュータプログラム製品も開示される。コンピュータプログラム製品は、非一時的
コンピュータ可読媒体に記憶された命令を備え、それらの命令は、プロセッサによって実
行されたとき、接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得するステッ
プと、示されたタイプの参照信号を測定するように無線デバイスを設定するステップと、
示されたタイプの参照信号を受信するステップと、測定設定に従って参照信号を測定する
ステップとを実施する。
【００５７】
　別のコンピュータプログラム製品は、非一時的コンピュータ可読媒体に記憶された命令
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を備え、それらの命令は、プロセッサによって実行されたとき、接続モードでモビリティ
信号を測定するための測定設定を取得するステップと、測定設定を無線デバイスに送信す
るステップと、示された参照信号タイプの参照信号を送信するステップとを実施する。
【００５８】
　本開示のいくつかの実施形態は、１つまたは複数の技術的利点を与え得る。たとえば、
いくつかの実施形態は、必要とされるアクティブモードモビリティ（ＡＭＭ）性能レベル
を維持しながら、リソース使用が効率的であるように、展開および使用シナリオパラメー
タに応じて、ＡＭＭ参照信号（ＲＳ）および測定を設定することを容易にし得る。他の利
点は、当業者にとって容易に利用可能であり得る。いくつかの実施形態は、具陳された利
点のいずれをも有しないか、いくつかを有するか、またはすべてを有し得る。
【００５９】
　実施形態ならびにそれらの特徴および利点のより完全な理解のために、次に、添付の図
面とともに、以下の説明が参照される。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】例示的な初期アクセスプロシージャを示すブロック図である。
【図２】ＵＥ受信機のダイナミックレンジ内のデータ信号および同期信号の受信電力を示
すチャートである。
【図３】ｘＳＳおよびシステム情報の単一ビーム送信のブロック図である。
【図４】ｘＳＳおよびシステム情報の単一ビーム送信と、モビリティ参照信号のビームス
イーピング送信とのブロック図である。
【図５】ｘＳＳおよびシステム情報のビームスイーピング送信を示すブロック図である。
【図６】ｘＳＳ、システム情報、およびモビリティ参照信号のビームスイーピング送信を
示すブロック図である。
【図７】特定の実施形態による、例示的な無線ネットワークを示すブロック図である。
【図８】いくつかの実施形態による、ビームスイーピングのために使用されるＭＲＳシン
ボルを示すブロック図である。
【図９】いくつかの実施形態による、ＭＲＳに関連して送信されるＣＩＤを示すブロック
図である。
【図１０】いくつかの実施形態による、ＭＲＳに関連して送信されるＣＩＤの別の例を示
すブロック図である。
【図１１】いくつかの実施形態による、ＰＤＣＨ中で送信されるＣＩＤを示すブロック図
である。
【図１２】特定の実施形態による、ワイドビーム中で送信されるアイドルモードと接続モ
ードの両方をサポートする信号の一例の図である。
【図１３】特定の実施形態による、ナロービーム中で送信されるアイドルモードと接続モ
ードの両方をサポートする信号の一例の図である。
【図１４】特定の実施形態による、ナロービーム中で送信される接続モードをサポートす
る信号のあるグループと、ワイドビーム中で送信されるアイドルモードをサポートする信
号の別のグループとの一例の図である。
【図１５】特定の実施形態による、ナロービーム中で送信される接続モードをサポートす
る信号のあるグループと、ワイドビーム中で送信されるアイドルモードをサポートする信
号の別のグループとの別の例の図である。
【図１６】いくつかの実施形態による、無線デバイスにおける例示的な方法の流れ図であ
る。
【図１７】いくつかの実施形態による、ネットワークノードにおける例示的な方法の流れ
図である。
【図１８Ａ】無線デバイスの例示的な実施形態を示すブロック図である。
【図１８Ｂ】無線デバイスの例示的な構成要素を示すブロック図である。
【図１９Ａ】ネットワークノードの例示的な実施形態を示すブロック図である。
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【図１９Ｂ】ネットワークノードの例示的な構成要素を示すブロック図である。
【図２０Ａ】コアネットワークノードの例示的な実施形態を示すブロック図である。
【図２０Ｂ】コアネットワークノードの例示的な構成要素を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００６１】
　序論で説明されたように、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）第５世
代（５Ｇ）新しい無線（ＮＲ）ネットワークは、アイドルモードで使用される同期信号と
は対照的に、アクティブまたは接続モードにあるユーザ機器（ＵＥ）のための改善された
モビリティ参照信号（ＭＲＳ）から恩恵を受け得る。
【００６２】
　本明細書で説明される特定の実施形態は、上記で説明された問題を除去し、ネットワー
クが、接続モードにあるＵＥを、異なる基準に基づいて接続モードにおけるＬ３モビリテ
ィをサポートする異なる信号を使用して動作するように設定し得る方法を含む。特定の実
施形態は、ネットワークが、ＵＥを、アイドルモード動作のために使用される同期信号お
よび／または参照信号（たとえば、ＮＲ－ＰＳＳ／ＮＲ－ＳＳＳ）を接続モードで使用す
るか、あるいは接続モードＵＥのための追加の動的に設定可能な信号を使用して動作する
かのいずれかを行うように設定することからなる。
【００６３】
　本明細書で説明されるＬ３モビリティのためのサポートが、（たとえば、データ検出の
ための）接続モードでの同期収集、Ｌ３測定報告中で送信され得るモビリティイベントを
トリガし得るセルベースおよび／またはビームベース無線リソース管理（ＲＲＭ）測定、
ならびに／あるいは、ハンドオーバコマンドを受信すると（ＰＲＡＣＨプリアンブル送信
を介して）接続すべきネイバーリンクに関連する同期参照などのプロシージャを含む。接
続モードＵＥが測定するように設定され得る、信号のいくつかの例は、以下を含む。（ａ
）接続されたＵＥが、セルレベルＲＲＭ測定を実施することができるように設定された、
（アイドルモード動作のために主に使用される）同期信号（ＳＳ）の非ビームフォーミン
グ（またはワイドビーム）送信、（ｂ）ＵＥが、異なるビームに関するフィルタ処理され
た測定値に基づいてセルベースＲＲＭ測定を実施するように設定された、（アイドルモー
ド動作のために主に使用される）同期信号（ＳＳ）のビームスイープ送信、（ｃ）ＵＥが
、異なるビームに関するフィルタ処理された測定値に基づいてビームベースＲＲＭ測定を
実施するような、モビリティ参照信号（ＭＲＳ）およびまたはビームＩＤを搬送する任意
の他のビーム固有参照信号（ＢＲＳ：ｂｅａｍ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
　ｓｉｇｎａｌ）のビームスイープ送信、ならびに（ｄ）ＵＥが、異なるビームに関する
フィルタ処理された測定値に基づいてセルレベルＲＲＭ測定を実行する場合、セルごとの
ビームグループを形成する、ビームＩＤおよびセルＩＤを搬送するＭＲＳのビームスイー
プ送信。
【００６４】
　設定は、周波数バンド（サブ６ＧＨｚ、６～１５ＧＨｚ、２８～６０ＧＨｚなど）また
はキャリア周波数、サイト展開タイプ（マクロ／ピコ）、予想されるモビリティ特質（屋
外／屋内、都市／郊外／地方）、計画されたユーザ密度などを含み得る、ネットワーク展
開パラメータに基づいて選択され得る。設定は、さらに、現在の使用シナリオパラメータ
（たとえば、現在システム内にいるユーザの数）に基づいて選択され得る。ＵＥは、無線
リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングなど、制御シグナリングを介して、選定された設定
に従って測定および報告するように設定される。
【００６５】
　以下の説明は、多数の具体的な詳細を記載する。ただし、実施形態は、これらの具体的
な詳細なしに実施され得ることを理解されたい。他の事例では、よく知られている回路、
構造および技法は、この説明の理解を不明瞭にしないために詳細に示されていない。当業
者は、含まれた説明を用いて、過度の実験なしに適切な機能性を実装することが可能にな
る。
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【００６６】
　「一実施形態」、「実施形態」、「例示的な実施形態」などへの本明細書における言及
は、説明される実施形態が、特定の特徴、構造、または特性を含み得ることを示すが、あ
らゆる実施形態が、必ずしも、特定の特徴、構造、または特性を含むとは限らないことが
ある。その上、そのような句は必ずしも同じ実施形態を指しているとは限らない。さらに
、特定の特徴、構造、または特性が実施形態に関して説明されるとき、明示的に説明され
るか否かにかかわらず、他の実施形態に関してそのような特徴、構造、または特性を実装
することは当業者の知識内にあることが具申される。
【００６７】
　特定の実施形態が、図面の図７～図２０Ｂを参照しながら説明され、同様の数字が、様
々な図面の同様の部分および対応する部分のために使用されている。例示的なセルラーシ
ステムとして本開示全体にわたってＬＴＥおよびＮＲが使用されるが、本明細書で提示さ
れるアイデアは、同様に他の無線通信システムに適用され得る。
【００６８】
　図７は、特定の実施形態による、例示的な無線ネットワークを示すブロック図である。
無線ネットワーク１００は、（モバイルフォン、スマートフォン、ラップトップコンピュ
ータ、タブレットコンピュータ、ＭＴＣデバイス、または無線通信を与えることができる
任意の他のデバイスなどの）１つまたは複数の無線デバイス１１０と、（基地局またはｅ
ノードＢなどの）複数のネットワークノード１２０とを含む。ネットワークノード１２０
は、（セル１１５とも呼ばれる）カバレッジエリア１１５をサーブする。
【００６９】
　概して、無線ネットワークノード１２０のカバレッジ内（たとえば、ネットワークノー
ド１２０によってサーブされるセル１１５内）にある無線デバイス１１０は、無線信号１
３０を送信および受信することによって、無線ネットワークノード１２０と通信する。た
とえば、無線デバイス１１０および無線ネットワークノード１２０は、ボイストラフィッ
ク、データトラフィック、および／または制御信号を含んでいる無線信号１３０を通信し
得る。ボイストラフィック、データトラフィック、および／または制御信号を無線デバイ
ス１１０に通信するネットワークノード１２０は、無線デバイス１１０のためのサービン
グネットワークノード１２０と呼ばれることがある。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、無線デバイス１１０は、「ＵＥ」という非限定的な用語で呼
ばれることがある。ＵＥは、無線信号を介してネットワークノードまたは別のＵＥと通信
することが可能な、任意のタイプの無線デバイスを含み得る。ＵＥは、無線通信デバイス
、ターゲットデバイス、デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）ＵＥ、マシン型ＵＥまたはマシ
ンツーマシン通信（Ｍ２Ｍ）が可能なＵＥ、ＵＥを装備したセンサー、ｉＰＡＤ、タブレ
ット、モバイル端末、スマートフォン、ラップトップ埋込み機器（ＬＥＥ）、ラップトッ
プ搭載機器（ＬＭＥ）、ＵＳＢドングル、顧客構内機器（ＣＰＥ：Ｃｕｓｔｏｍｅｒ　Ｐ
ｒｅｍｉｓｅｓ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）などを含み得る。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、ネットワークノード１２０は、基地局、無線基地局、基地ト
ランシーバ局、基地局コントローラ、ネットワークコントローラ、エボルブドノードＢ（
ｅＮＢ）、ノードＢ、ｇＮＢ、マルチＲＡＴ基地局、マルチセル／マルチキャスト協調エ
ンティティ（ＭＣＥ）、リレーノード、アクセスポイント、無線アクセスポイント、リモ
ートラジオユニット（ＲＲＵ）、リモート無線ヘッド（ＲＲＨ）、コアネットワークノー
ド（たとえば、ＭＭＥ、ＳＯＮノード、協調ノードなど）、さらには外部ノード（たとえ
ば、サードパーティノード、現在のネットワークの外部のノード）などの任意のタイプの
ネットワークノードを含み得る。
【００７２】
　無線信号１３０は、（無線ネットワークノード１２０から無線デバイス１１０への）ダ
ウンリンク送信と（無線デバイス１１０から無線ネットワークノード１２０への）アップ
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リンク送信の両方を含み得る。無線信号１３０は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）および
セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）など、同期信号を含み得る。無線信号は、チャネル状態イ
ンジケータ参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）など、参照信号を含み得る。
【００７３】
　各ネットワークノード１２０は、無線信号１３０を無線デバイス１１０に送信するため
の単一の送信機または複数の送信機を有し得る。いくつかの実施形態では、ネットワーク
ノード１２０は、多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを備え得る。同様に、各無線デバイ
ス１１０は、ネットワークノード１２０から信号１３０を受信するための単一の受信機ま
たは複数の受信機を有し得る。
【００７４】
　ネットワーク１００は、キャリアアグリゲーションを含み得る。たとえば、無線デバイ
ス１１０は、ネットワークノード１２０ａとネットワークノード１２０ｂの両方によって
サーブされ、ネットワークノード１２０ａとネットワークノード１２０ｂの両方と無線信
号１３０を通信し得る。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、ネットワークノード１２５は、無線ネットワークコントロー
ラ（ＲＮＣ）とインターフェースし得る。無線ネットワークコントローラは、ネットワー
クノード１２０を制御し得、いくつかの無線リソース管理機能、モビリティ管理機能、お
よび／または他の好適な機能を与え得る。いくつかの実施形態では、無線ネットワークコ
ントローラの機能は、ネットワークノード１２０に含まれ得る。無線ネットワークコント
ローラは、コアネットワークノード３２０など、コアネットワークノード（ＣＮ）とイン
ターフェースし得る。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、無線ネットワークコントローラは、相互接続有線または無線
ネットワークを介してコアネットワークノード３２０とインターフェースし得る。相互接
続ネットワークは、オーディオ、ビデオ、信号、データ、メッセージ、または前述の任意
の組合せを送信することが可能な相互接続システムを指し得る。相互接続ネットワークは
、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、パブリックまたはプライベートデータネットワーク、ロ
ーカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、
ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、インターネット、有線または無線ネットワークな
どのローカル、地域、またはグローバル通信またはコンピュータネットワーク、企業イン
トラネット、あるいはこれらの組合せを含む任意の他の好適な通信リンクの全部または一
部分を含み得る。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、コアネットワークノード３２０は、無線デバイス１１０のた
めの通信セッションの確立および様々な他の機能性を管理し得る。無線デバイス１１０は
、非アクセス層レイヤを使用して、いくつかの信号をコアネットワークノード３２０と交
換し得る。非アクセス層シグナリングでは、無線デバイス１１０とコアネットワークノー
ド３２０との間の信号は、無線アクセスネットワークを通して透過的に受け渡され得る。
いくつかの実施形態では、ネットワークノード１２０は、たとえば、Ｘ２インターフェー
スなど、ノード間インターフェースを介して１つまたは複数のネットワークノード１２０
とインターフェースし得る。
【００７８】
　無線デバイス１１０は、（たとえば、ネットワークノード１２０によってサーブされる
）接続モードまたは（たとえば、ネットワークノード１２０によってサーブされない）ア
イドルモードにあり得る。接続モードでは、無線デバイス１１０は、ネットワークノード
１２０ａによってサーブされるセル１１５ａ中のロケーションから、ネットワークノード
１２０ｂによってサーブされるセル１１５ｂ中のロケーションまで進行し得る。ネットワ
ークノード１２０ａは、無線デバイス１１０をネットワークノード１２０ｂにハンドオー
バし得る。無線デバイス１１０は、無線デバイス１１０がネットワークノード１２０ａに
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よってより良好にサーブされ得るのか、ネットワークノード１２０ｂによってより良好に
サーブされ得るのかを決定するために、特定の参照信号を測定し得る。
【００７９】
　特定の実施形態では、無線デバイス１１０は、無線ネットワーク１００におけるモビリ
ティについての無線リソース管理（ＲＲＭ）測定を実施し得る。無線デバイス１１０は、
接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得し得る。測定設定は参照信
号タイプを含み得る。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプ（たとえば、ＮＲ
－ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＤＭＲＳなど）のうちの参照信号の特定のタイプを示
す。無線デバイス１１０は、示された参照信号タイプの参照信号を測定するようにそれ自
体を設定し得る。無線デバイスは、示された参照信号タイプの参照信号を受信し、測定設
定に従って参照信号を測定し得る。特定の実施形態では、測定設定は、信号の非ビームフ
ォーミング受信、ワイドビーム受信、および／またはビームスイープ受信のための設定を
含む。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、無線デバイス１１０は、受信された参照信号に基づく測定報
告をネットワークノードに送り得る。無線デバイス１１０は、測定に基づいてハンドオー
バを実施し得る。
【００８１】
　特定の実施形態では、無線デバイス１１０は、第２の参照信号タイプのための測定設定
を受信し得る。無線デバイス１１０は、第２のタイプの参照信号を受信および測定するた
めに第２の設定を使用し得る。
【００８２】
　ネットワークノード１２０は、無線ネットワーク１００におけるモビリティについての
参照信号を測定するように無線デバイス１１０を設定することが可能である。ネットワー
クノード１２０は、接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得する。
測定設定は、上記で説明された参照信号タイプを含む。ネットワークノード１２０は、測
定設定を無線デバイス１００に送信する。ネットワークノード１２０は、示された参照信
号タイプの参照信号をも送信する。無線デバイスおよびネットワークノードに関する特定
の例が、図８～図１７に関してより詳細に説明される。
【００８３】
　無線ネットワーク１００では、各無線ネットワークノード１２０は、ｌｏｎｇ　ｔｅｒ
ｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンスト、ＮＲ、ＵＭＴＳ、ＨＳＰＡ、
ＧＳＭ、ｃｄｍａ２０００、ＷｉＭａｘ、ＷｉＦｉ、および／または他の好適な無線アク
セス技術など、任意の好適な無線アクセス技術を使用し得る。無線ネットワーク１００は
、１つまたは複数の無線アクセス技術の任意の好適な組合せを含み得る。例として、様々
な実施形態は、いくつかの無線アクセス技術のコンテキスト内で説明され得る。しかしな
がら、本開示の範囲は、それらの例に限定されず、他の実施形態は、異なる無線アクセス
技術を使用することができる。
【００８４】
　上記で説明されたように、無線ネットワークの実施形態は、１つまたは複数の無線デバ
イスと、無線デバイスと通信することが可能な１つまたは複数の異なるタイプの無線ネッ
トワークノードとを含み得る。無線ネットワークは、無線デバイス間の通信、または無線
デバイスと（固定電話などの）別の通信デバイスとの間の通信をサポートするのに好適な
任意の追加のエレメントをも含み得る。無線デバイスは、ハードウェアおよび／またはソ
フトウェアの任意の好適な組合せを含み得る。たとえば、特定の実施形態では、無線デバ
イス１１０など、無線デバイスは、図１８Ａに関して以下で説明される構成要素を含み得
る。同様に、ネットワークノードは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアの任意の
好適な組合せを含み得る。たとえば、特定の実施形態では、ネットワークノード１２０な
ど、ネットワークノードは、図１９Ａに関して以下で説明される構成要素を含み得る。コ
アネットワークノードは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアの任意の好適な組合
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せを含み得る。たとえば、特定の実施形態では、コアネットワークノード３２０など、コ
アネットワークノードは、図２０Ａに関して以下で説明される構成要素を含み得る。
【００８５】
　概して、ＡＭＭ設定を担うネットワーク制御ユニットが、知られている展開情報を、前
に設定されたデータベースから取り出し、および／あるいは、現在のネットワーク使用情
報を、たとえば、最近の数時間または数日中にネットワークアルゴリズムによって集めら
れた最近の使用統計値から取り出す。ＡＭＭ設定を担うネットワーク制御ユニットは、物
理ネットワークノードにおいてまたは仮想（クラウド）ノードにおいて実装され得る。
【００８６】
　制御ユニットは、取り出されたパラメータに基づいて、好適なＡＭＭ設定を決定する。
どの好ましい設定が、どの展開およびネットワーク使用パラメータに対応するかの多数の
例が、以下で与えられる。制御ユニットは、ネットワークノード（たとえば、ｇＮＢ）を
、所定のプロトコルに従ってＡＭＭ測定のための参照信号を送信し、ＵＥから測定報告を
受信するように設定する。設定は、その信号電力がデータ電力よりも著しく低い参照信号
を測定するために、測定ギャップを規定することを含み得る。デフォルトアイドルモード
参照信号がＡＭＭ測定のために使用される場合、追加のＡＭＭ参照信号設定がないことが
あるが、それにもかかわらずＡＭＭ報告設定があり得る。
【００８７】
　制御ユニットは、１つまたは複数のＵＥを、選択されたＡＭＭ参照信号を測定し、選択
されたプロシージャに従ってそれらを報告するように設定し得る。続けて、ネットワーク
は、選択された設定に従ってＡＭＭ参照信号を送信し、ＡＭＭ測定報告を受信し、（たと
えば、レガシープロシージャに従って）ハンドオーバの必要を評価するために報告を使用
し、任意の必要とされるハンドオーバを実施する。ＵＥに関して、それは、ネットワーク
によって与えられた測定、報告およびハンドオーバ再設定命令に従う。
【００８８】
　特定の実施形態は、様々なタイプの信号に言及する。関係するアイドルモード信号の一
例は、同期信号（ＳＳ）であり、ＳＳは、時間領域中で検出される初期時間／周波数同期
のためのプライマリ同期信号（ＰＳＳ）と、周波数領域中で検出されるセカンダリ同期信
号（ＳＳＳ）とを含む。ＳＳは、全体としてセルＩＤを符号化する。ＳＳは、通常、全方
向的に送信されるか、またはワイドビーム中でスイープされる。しかしながら、ナロー高
利得ビーム中でＳＳをスイープすることも、技術的に可能である。ＳＳは、固定周波数リ
ソース中で送信される。ＳＳは、アイドルモード動作を主にサポートするように選定され
た周期性で永続的に存在する（常時オンである）。
【００８９】
　ＡＭＭ固有参照信号の一例は、時間領域中で検出される初期時間／周波数同期のための
ＴＳＳと、周波数領域中で検出されるＢＲＳとからなる、モビリティ参照信号（ＭＲＳ）
である。追加の関連するフィールドが含まれ得る（たとえば、ＭＲＳへのセルＩＤの包含
）。
【００９０】
　ＭＲＳ信号は、２つのフィールド、本明細書ではＴＳＳと呼ばれる同期フィールドと、
本明細書ではＢＲＳと呼ばれるリンク（セルまたはビーム）識別情報フィールドとからな
る。２つのフィールドは、単一のＯＦＤＭシンボルに多重化され、これは、所与の数のビ
ームについてのビームスイーピング持続時間を１／２にする。ビームスイーピングのため
のＭＲＳシンボルの一例が、図８に示されている。
【００９１】
　図８は、いくつかの実施形態による、ビームスイーピングのために使用されるＭＲＳシ
ンボルを示すブロック図である。水平軸は時間を表し、垂直軸は周波数を表す。ＭＲＳ信
号設計は、ＴＳＳおよびＢＩＤフィールド（ＴとＢとの連結）と、スイーピングにおける
複数のＭＲＳの使用とからなる。同じ送信受信ポイント（ＴＲＰ）からのビームが、同じ
ＴＳＳを使用し得るが、ＢＲＳフィールドは個々のビームを識別する。図示の例は、異な
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るシェーディングによってマークされた２つのフィールドへの均等なリソース割り当てを
示すが、それらは、不均等に割り当てられ得る。
【００９２】
　ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）におけるＰＳＳと概念的に同様の
ＴＳＳフィールドは、初期タイミング同期のためにＬＴＥにおいて使用されているＺａｄ
ｏｆｆ－Ｃｈｕシーケンスであり得る。ＵＥ探索作業を最小限に抑えるために、単一のシ
ーケンス、または少数のシーケンスが使用され得る。
【００９３】
　ＬＴＥにおけるＳＳＳと機能において同様のＢＲＳシーケンスは、擬似ランダムバイナ
リシーケンス（たとえば、ＭシーケンスまたはＧｏｌｄシーケンス）であり得る。良好な
相互相関プロパティをもつ数十から数百のＢＲＳシーケンスが、適応され得る。
【００９４】
　ＭＲＳは、全体として、そのビームＩＤと、随意に、関連するセルＩＤとを符号化する
。ＢＩＤ＋ＣＩＤセットの全長が２０ビット程度であり得るので、ＢＩＤ＋ＣＩＤセット
は、単一メッセージシーケンス変調に好適でないことがある。随意のＣＩＤ情報が、いく
つかの可能なやり方で適応され得る。一例が、シーケンス変調されたフィールドとしてＣ
ＩＤを追加する。ＣＩＤ情報は、ＴＳＳ＋ＢＲＳフィールドとは別個だが、スクランブリ
ングを使用する明確な様式でＴＳＳ＋ＢＲＳフィールドにリンクされた、別個のフィール
ドとして追加される。一例が図９に示されている。
【００９５】
　図９は、いくつかの実施形態による、ＭＲＳに関連して送信されるＣＩＤを示すブロッ
ク図である。水平軸は時間を表し、垂直軸は周波数を表す。ＣＩＤは、２つの５ビットシ
ーケンス変調されたシーケンスとして、ＭＲＳ（ＴＳＳ／ＢＳＲ）に関連して送信される
。ＣＩＤ送信部分（ＣＩＤａおよびＣＩＤｂ）を明確に関連付けるために、ＣＩＤ送信部
分は（たとえば、ＭＲＳ識別情報を用いて）スクランブルされる。
【００９６】
　過度に長いシーケンスを必要とすることなしにＣＩＤの１０ビットに適応するために、
ＣＩＤフィールドは、たとえばＭシーケンスを使用して、別個にシーケンス変調された２
つの長さ５のサブフィールド、ＣＩＤａおよびＣＩＤｂに分割され得る。ＣＩＤａおよび
ＣＩＤｂフィールドは、ＭＲＳ中のＢＩＤから導出されたスクランブリングシーケンスを
用いて、周波数領域中でスクランブルされる。したがって、ＵＥは、最初に、時間および
周波数領域中のＭＲＳを検出し、次に、スクランブリングシーケンスを抽出し、周波数領
域中のＣＩＤａおよびＣＩＤｂフィールドのコンテンツを検出する。検出より前にスクラ
ンブリングが削除されるので、ＣＩＤシーケンスの相互相関プロパティは、スクランブリ
ングの悪影響を受けない。この手法は、ビームスイープにおける各ビーム送信の持続時間
を単一のシンボルに保つ。
【００９７】
　別の例は、従来通りに符号化されたフィールドとして、ＣＩＤを追加することを含む。
ＣＩＤ情報は、ＴＳＳ＋ＢＲＳフィールドとは別個だが、従来の変調および符号化を使用
した、送信されるＭＲＳビーム中の別個のフィールドとして追加される。一例が図１０に
示されている。
【００９８】
　図１０は、いくつかの実施形態による、ＭＲＳに関連して送信されるＣＩＤの別の例を
示すブロック図である。水平軸は時間を表し、垂直軸は周波数を表す。図示の例では、Ｃ
ＩＤは、物理チャネル中で従来通りに符号化されたフィールドとしてＭＲＳ（ＴＳＳ／Ｂ
ＳＲ）に関連して送信される。関連するＣＩＤを含んでいる物理チャネルは、ＤＭＲＳ、
またはＭＲＳ識別情報から導出されたスクランブリングコードを使用することによって、
明確にされ得る。
【００９９】
　ＣＩＤフィールドは、ＴＳＳ／ＢＲＳフィールドと同じ単一のシンボル中のリソースエ
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レメント（ＲＥ）を占有する、符号化およびＱＡＭ変調されたシンボルのシーケンスであ
る。ＣＩＤフィールドは、チャネル推定の目的でＤＭＲＳをもつＲＥを含んでおり、図中
に黒で示されている。ＣＩＤフィールドの符号化方式およびレートは、十分なリンクバジ
ェットを与えるように適宜に選定される。
【０１００】
　ＵＥは、最初に、時間および周波数領域中のＭＲＳを検出し、次に、ＢＩＤに応じたＤ
ＭＲＳシーケンスを抽出し、最後に、チャネルを推定し、ＣＩＤフィールドを復調／復号
する。上記のように、この手法は、ビームスイープにおける各ビーム送信の持続時間を単
一のシンボルに保つ。
【０１０１】
　いくつかの実施形態は、物理ダウンリンクチャネル（ＰＤＣＨ）コンテナを使用して、
ＣＩＤを与え得る。ＣＩＤ情報は、ＴＳＳ／ＢＲＳフィールドと同じビームフォーミング
を用いて送信される、別個のＰＤＣＨ送信として追加される。一例が図１１に示されてい
る。
【０１０２】
　図１１は、いくつかの実施形態による、ＰＤＣＨ中で送信されるＣＩＤを示すブロック
図である。水平軸は時間を表す。図示の例では、特定のＭＲＳに関連するＣＩＤは、ＭＲ
Ｓ識別情報から導出されたＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨ設定を使用して周期的にスケジュール
され得る。このＰＤＣＣＨ／ＰＤＣＨ設定は、関連するＭＲＳと同じビームフォーミング
を使用して送信される。
【０１０３】
　ＣＩＤフィールドは、ＣＩＤ情報を含んでいる従来のＰＤＣＣＨ／ＰＤＣＨ送信である
。ＰＤＣＨコンテナがあらゆるＭＲＳ送信に付随する必要があるとは限らない。ＵＥは、
最初に、時間および周波数領域中のＭＲＳを検出する。ＢＩＤ情報は、ＰＤＣＣＨを受信
するためのＲＮＴＩのいずれかにマッピングし、これはＰＤＣＨを指す。代替的に、ＢＩ
Ｄ情報は、ＰＤＣＨパラメータ（ＲＢ、ＤＭＲＳ、ＭＣＳなど）に直接マッピングし得る
。
【０１０４】
　いくつかの実施形態は、ＣＩＤ情報を、専用の制御シグナリングを介してＵＥに与える
。たとえば、ＵＥは、ＭＲＳによって伝達される可能なＢＩＤとそれらの対応するＣＩＤ
との間のマッピングで、前に設定され得る。その場合、ＭＲＳ送信はその元のフォーマッ
トを保ち、ＣＩＤ情報はオーバージエアで伝達されない。この手法は、ＭＲＳ対セルマッ
ピングが低頻度で変わる、ワイドビームの周期的ＭＲＳ送信をもつ展開のための効率的な
ソリューションである。変化が生じたときはいつでも、ＮＷは、更新されたマッピングで
ＵＥを再設定する。
【０１０５】
　いくつかの実施形態は、ＭＲＳ　ＩＤサブレンジから同じ発信セルを推論する。たとえ
ば、ＭＲＳによって伝達されるＢＩＤビットの所定のセットが、所与の発信セルのために
ローカルに一意なものとして割り当てられ、グループＩＤを形成し得る。たとえば、１０
ビットＢＩＤ中の４つのＭＳＢは、あるセルから発信したすべてのビームについて同じで
あり得るが、６つのＬＳＢはビーム固有であり得る。ＢＩＤビットは、ＭＲＳ信号（時間
／周波数／ＴＳＳシーケンス／ＢＲＳシーケンス）とＭＲＳ受信時に抽出されるグループ
ＩＤビットとの異なる次元で伝達され得る。ＢＩＤビット中でグループＩＤフィールドを
分離する特殊な場合は、ＵＥがＭＲＳ中のＢＩＤビットの残部から分離して受信すること
ができる別個の信号として、グループＩＤフィールドを送信することによるものである。
【０１０６】
　いくつかの実施形態は、ＭＲＳ周波数から同じ発信セルを推論する。たとえば、局所近
傍にある各セルが、ＭＲＳ送信のために異なった周波数サブバンドを割り当てられる。そ
の場合、あるサブバンド中で検出されるすべてのＭＲＳが、同じセルから発信すると仮定
され得る。
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【０１０７】
　ＭＲＳは、しばしばナロービーム中で送信され、より動的に設定される。他のＡＭＭ参
照信号の実施形態では、ＢＲＳは、ＴＳＳのような専用の同期フィールドが付随しないこ
とがあるが、同期ソースとしてＳＳを使用する。
【０１０８】
　以下は、例示的なＡＭＭ　ＲＳ設定である（すなわち、接続モードＵＥが測定するよう
に設定され得る信号、および実施すべき動作）。一例では、接続されたＵＥがセルレベル
ＲＲＭ測定を実施することができるように、（アイドルモード動作のために主に使用され
る）同期信号（ＳＳ）の非ビームフォーミング（または、ワイドビーム中でのビームフォ
ーミング）送信が設定される。
【０１０９】
　ネットワークは、データがスケジュールされず、高利得ビームフォーミングが使用され
ない、測定、送信、またはビームフォーミングギャップをも設定し得る。この設定におい
て、ＵＥはまた、これらの信号に基づいてハンドオーバを実施する（すなわち、ＵＥは、
受信されたＰＲＡＣＨ設定へのダウンリンク同期参照として、ＳＳを使用する）。その設
定は、非ビームフォーミング信号とデータチャネルとを同時に検出することが問題ではな
い、より低い周波数バンドにおいて使用され得る。より高い周波数バンドでは、トラフィ
ックが極めてバースト的であり、および／または、モビリティをサポートするための信号
の周期性が頻繁であることが必要とされず、その結果、測定／ビームフォーミングギャッ
プの導入がデータレートを著しく劣化させるとき、ネットワークは、同じく、その設定を
使用することができる。ＵＥは、アイドルモード動作をサポートする信号（たとえば、キ
ャリア周波数の固定位置）を自律的に見つけ得るので、ＵＥは、かなりの量の設定を必要
としない。
【０１１０】
　一例が図１２に示されている。図１２は、特定の実施形態による、ワイドビーム中で送
信されるアイドルモードと接続モードの両方をサポートする信号の一例である。
【０１１１】
　別の例では、ＵＥが、異なるビームに関するフィルタ処理された測定値に基づいてセル
ベースＲＲＭ測定を実施するように、（アイドルモード動作のために主に使用される）同
期信号（ＳＳ）のビームスイープ送信が設定される（たとえば、モビリティイベントをト
リガするための基準として同じビームの複数のオケージョンを平均化するか、または同じ
スイーピング間隔で検出され得る複数のビームを平均化する）。この例は、たとえば、Ｐ
ＲＡＣＨカバレッジを改善するために、アイドルモード信号がビームフォーミングされる
、より高い周波数において使用され得る。ＵＥは、同期収集および／またはＲＲＭ測定を
実施することの両方のために、接続モード動作のための信号を再利用し得る。信号がビー
ムフォーミングされるやり方に応じて、ＵＥは、測定ギャップを設定する必要があり得る
。ネットワークは、最初に、ギャップが必要とされると仮定し、第１の報告の受信時に、
ギャップがなければＵＥを再設定し得る。
【０１１２】
　一例が図１３に示されている。図１３は、特定の実施形態による、ナロービーム中で送
信されるアイドルモードと接続モードの両方をサポートする信号の一例である。ネットワ
ークは、接続モードでのＲＲＭ測定に専用のビームフォーミングギャップを設定する必要
がないことがある。
【０１１３】
　別の例は、ＵＥが、異なるビームに関するフィルタ処理された測定値に基づいてビーム
ベースＲＲＭ測定を実施するような、モビリティ基準信号（ＭＲＳ）およびまたはビーム
ＩＤを搬送する任意の他のビーム固有参照信号（ＢＲＳ）のビームスイープ送信を含む（
たとえば、モビリティイベントをトリガするための基準として同じビームの複数のオケー
ジョンを平均化するか、または同じスイーピング間隔で検出され得る複数のビームを平均
化する）。これらの信号は、ＵＥが測定ギャップを必要としないようなやり方で、ビーム
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フォーミングされ得る。これらの信号はまた、ハンドオーバコマンドが、ダウンリンク参
照に関連する固有のビームＩＤと固有のＰＲＡＣＨリソースとを与えられるとき、ハンド
オーバのためのビームベースダウンリンク同期参照として使用され得る。ビームベースハ
ンドオーバは、ネットワークが極めて負荷がかかっており、ハンドオーバが、それほど負
荷がかかっていないことがある固有のビームのためのターゲットによって受け入れられる
とき、有用であり得る。
【０１１４】
　一例が図１４に示されている。図１４は、特定の実施形態による、ナロービーム中で送
信される接続モードをサポートする信号のあるグループと、ワイドビーム中で送信される
アイドルモードをサポートする信号の別のグループとの一例である。
【０１１５】
　別の例では、ビームＩＤとセルＩＤとを搬送するモビリティ参照信号（ＭＲＳ）のビー
ムスイープ送信が、セルごとにビームグループを形成する。ＵＥは、異なるビームに関す
るフィルタ処理された測定値に基づいてセルレベルＲＲＭ測定を実施するように設定され
得る（たとえば、モビリティイベントをトリガするための基準として同じビームの複数の
オケージョンを平均化するか、または同じスイーピング間隔で検出され得る複数のビーム
を平均化する）。ただし、ネットワークは、ハンドオーバのために２つの異なるやり方で
ＭＲＳを使用するフレキシビリティを有する。あるやり方では、ＵＥは、ターゲットセル
ＩＤをもつハンドオーバコマンドを受信し、ＵＥは、ビームのうちのいずれにもアクセス
することができる。別のやり方では、ＵＥは、ターゲットセル中の特定のビームをもつハ
ンドオーバコマンドを受信する。
【０１１６】
　一例が図１５に示されている。図１５は、特定の実施形態による、ナロービーム中で送
信される接続モードをサポートする信号のあるグループと、ワイドビーム中で送信される
アイドルモードをサポートする信号の別のグループとの別の例である。
【０１１７】
　いくつかの実施形態は、異なる展開およびシナリオのための追加の設定を含む。特定の
設定の詳細を無視すると、多くの可能な設定が、設定の以下のクラスに分類され得る。（
ａ）測定ギャップを用いた、セルレベルＡＭＭ測定のために使用されるＳＳの非ビームフ
ォーミング送信、（ｂ）測定ギャップを用いない、ビームレベルＡＭＭ測定のために使用
されるＳＳのビームスイープ送信、（ｃ）（測定ギャップを用いた）ワイドビームの、Ａ
ＭＭ測定のために使用される半永続的に設定されたＭＲＳ、（ｄ）（測定ギャップを用い
ない）ナロービームの、ＡＭＭ測定のために使用される半永続的に設定されたＭＲＳ、お
よび（ｅ）ＡＭＭ測定のために使用される、動的にアクティブ化されたＵＥ固有ＭＲＳ。
【０１１８】
　ＡＭＭ　ＲＳ設定を選択するときに考慮され得る展開／シナリオ要因のいくつかの例は
、周波数バンド（サブ６ＧＨｚ、６～１５ＧＨｚ、２８～６０ＧＨｚなど）またはキャリ
ア周波数、サイト展開タイプ（マクロ／ピコ）、予想されるモビリティ特質（屋外／屋内
、都市／郊外／地方）、計画されたユーザ密度、および現在システム内にいるユーザの数
である。異なるモード間の選定は、いくつかの態様および展開／シナリオ要因を考慮する
組み合わせられた選好に基づいて行われ得る。いくつかの可能なそのような態様のリスト
は、以下を含む。（ａ）ナローバンドＳＳ対よりワイドなバンドのＭＲＳ：周波数フェー
ジングをキャプチャするための中間分散（ｍｅｄｉｕｍ－ｄｉｓｐｅｒｓｉｏｎ）展開の
場合、ＭＲＳを選好し、また、カバレッジ限度が懸念であり、ビームスイーピングが最小
限に抑えられるべきである場合、（追加の電力ブースティングなしのよりワイドなバンド
幅におけるより多くの電力により）ＭＲＳを選好する、（ｂ）長周期ＳＳ対より短い周期
のＭＲＳ：必要とされるＡＭＭハンドオーバレイテンシを保証するために、または（たと
えば、高周波数バンド展開における）迅速なＡＭＭプロシージャトリガを保証するために
、高モビリティ展開においてＭＲＳを選好する、（ｃ）ビームフォーミングされたデータ
を受信する（またはそのデータに露出されている）間にＡＭＭ　ＲＳを検出／測定するこ
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とが可能であること対測定ギャップを必要とすること：中程度のデータＢＦをもつ展開に
おいてＳＳを選好し、積極的なデータＢＦをもつ展開においてＭＲＳを選好する、（ｄ）
スイープされたＡＭＭ　ＲＳ対全／セクタＡＭＭ　ＲＳ：（ダイナミックレンジ問題を回
避するために）データが重度にビームフォーミングされるとき、およびビームレベルモビ
リティ測定が必要とされるとき、スイープされたＲＳを選好する、（ｅ）周期的ＭＲＳ対
オンデマンド専用ＭＲＳ：より多くのユーザ、よりワイドなビームの場合、周期的ＭＲＳ
を選好し、より少数のユーザ、よりナローなビームの場合、オンデマンドＭＲＳを選好す
る。
【０１１９】
　特定の実施形態では、ＡＭＭ設定は、低頻度で（たとえば、ネットワークレイアウトま
たはアイドルモード信号設定が変更されたときに）実施され得る。代替的に、ＡＭＭ設定
は、（たとえば、システム中のＵＥの変わる数に応答して）かなり動的に変更され得る。
【０１２０】
　選択されたＡＭＭ設定は、異なる地理的地域において、または、異種ネットワーク展開
の異なるレイヤにおいて異なり得る。しかしながら、同等の候補リンク品質メトリックを
ロバストに保証するために、設定は、セルの大きいグループについて共通であり、セルご
とに割り当てられないことがある。
【０１２１】
　無線デバイスにおいて実施される特定の実施形態は、図１６によって一般化され得る。
ネットワークノードにおいて実施される特定の実施形態は、図１７によって一般化され得
る。
【０１２２】
　図１６は、いくつかの実施形態による、無線デバイスにおける例示的な方法を示す流れ
図である。特定の実施形態では、図１６の１つまたは複数のステップは、図７に関して説
明された無線ネットワーク１００の無線デバイス１１０によって実施され得る。
【０１２３】
　方法は、ステップ１６１２において開始し、ネットワークノードが、接続モードでモビ
リティ信号を測定するための測定設定を取得する。測定設定は参照信号タイプを含む。参
照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプのうちの参照信号の特定のタイプを示す。
たとえば、接続モード無線デバイス１１０は、ネットワークノード１２０から測定設定を
含むシグナリングを受信し得る。測定設定は、測定設定の一部として参照信号タイプ（た
とえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＤＭＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなど）を含み得る。
【０１２４】
　複数の可能な参照信号タイプは、アクティブモードモビリティ信号（ＭＲＳ）（たとえ
ば、ＣＳＩ－ＲＳなど）と、アイドルモード同期信号（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＤＭ
ＲＳなど）とを含み得る。無線デバイスは、図７～図１５に関して上記で説明された実施
形態または例のうちのいずれかに従って、測定設定を取得し得る。
【０１２５】
　ステップ１６１４において、無線デバイスは、示された参照信号タイプの参照信号を測
定するようにそれ自体を設定する。たとえば、無線デバイス１１０は、図７～図１５に関
して上記で説明された実施形態または例のうちのいずれかに従って、ナローバンド参照信
号またはワイドバンド同期信号を測定するように、それ自体を設定し得る。
【０１２６】
　ステップ１６１６において、無線デバイスは、示された参照信号タイプの参照信号を受
信する。たとえば、無線デバイス１１０は、図７～図１５に関して上記で説明された実施
形態または例のうちのいずれかに従って、参照信号（たとえば、ＤＭＲＳまたはアイドル
モード信号、ナローバンド、ワイドバンドなど）を受信し得る。
【０１２７】
　ステップ１６１８において、無線デバイスは、測定設定に従って参照信号を測定する。
たとえば、無線デバイス１１０は、図７～図１５に関して上記で説明された実施形態また



(24) JP 6911115 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

は例のうちのいずれかに従って、参照信号を測定し得る。
【０１２８】
　ステップ１６２０において、無線デバイスは、受信された参照信号に基づく測定報告を
ネットワークノードに送る。たとえば、無線デバイス１１０は、図７～図１５に関して上
記で説明された実施形態または例のうちのいずれかに従って、測定報告をネットワークノ
ード１２０に送る。
【０１２９】
　ステップ１６２２において、無線デバイスはハンドオーバを実施する。たとえば、無線
デバイス１１０は、測定の結果に基づいてハンドオーバを実施し得る。
【０１３０】
　図１６に示されている方法１６００に対して修正、追加、または省略が行われ得る。さ
らに、方法１６００における１つまたは複数のステップは、並列にまたは任意の好適な順
序で実施され得る。
【０１３１】
　図１７は、いくつかの実施形態による、ネットワークノードにおける例示的な方法を示
す流れ図である。特定の実施形態では、図１７の１つまたは複数のステップは、図７に関
して説明された無線ネットワーク１００のネットワークノード１２０によって実施され得
る。
【０１３２】
　方法は、ステップ１７１２において開始し、ネットワークノードが、接続モードでモビ
リティ信号を測定するための測定設定を取得する。測定設定は、複数の可能な参照信号タ
イプのうちの参照信号タイプを含む。たとえば、ネットワークノード１２０は測定設定を
取得し得る。測定設定は、測定設定の一部として参照信号タイプ（たとえば、ＰＳＳ、Ｓ
ＳＳ、ＤＭＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなど）を含み得る。
【０１３３】
　複数の可能な参照信号タイプは、アクティブモードモビリティ信号（ＭＲＳ）（たとえ
ば、ＣＳＩ－ＲＳなど）と、アイドルモード同期信号（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＤＭ
ＲＳなど）とを含み得る。無線デバイスは、図７～図１５に関して上記で説明された実施
形態または例のうちのいずれかに従って、測定設定を取得し得る。
【０１３４】
　ステップ１７１４において、ネットワークノードは、測定設定を無線デバイスに送信す
る。たとえば、ネットワークノード１２０は、図７～図１５に関して上記で説明された実
施形態または例のうちのいずれかに従って、測定設定を無線デバイス１１０にシグナリン
グし得る。
【０１３５】
　ステップ１７１６において、ネットワークノードは、示された参照信号タイプの参照信
号を送信する。たとえば、ネットワークノード１２０は参照信号を送信し得る。無線デバ
イス１１０は参照信号を受信し得る。ネットワークノード１２０は、図７～図１５に関し
て上記で説明された実施形態または例のうちのいずれかに従って、参照信号を送信し得る
。
【０１３６】
　ステップ１７１８において、ネットワークノードは、無線デバイスから測定報告を受信
する。たとえば、ネットワークノード１２０は、無線デバイス１１０から、測定された参
照信号に基づく測定報告を受信し得る。
【０１３７】
　ステップ１７２０において、ネットワークノードは、無線デバイスのためにハンドオー
バを実施し得る。たとえば、ネットワークノード１２０ａは、受信された測定報告に基づ
いて、無線デバイス１１０をネットワークノード１２０ｂにハンドオーバし得る。
【０１３８】
　図１７に示されている方法１７００に対して修正、追加、または省略が行われ得る。さ
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らに、方法１７００における１つまたは複数のステップは、並列にまたは任意の好適な順
序で実施され得る。
【０１３９】
　図１８Ａは、無線デバイスの例示的な実施形態を示すブロック図である。無線デバイス
は、図７に示されている無線デバイス１１０の一例である。特定の実施形態では、無線デ
バイスは、無線ネットワークにおけるモビリティについての無線リソース管理（ＲＲＭ）
測定を実施することが可能である。無線デバイスは、接続モードでモビリティ信号を測定
するための測定設定を取得することが可能である。測定設定は参照信号タイプを含む。参
照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプ（たとえば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＤＭＲＳ、
ＣＳＩ－ＲＳ）のうちの参照信号の特定のタイプを示す。無線デバイスは、示されたタイ
プの参照信号を測定するように無線デバイスを設定することと、示されたタイプの参照信
号を受信することと、測定設定に従って参照信号を測定することとが可能である。
【０１４０】
　無線デバイスの特定の例は、モバイルフォン、スマートフォン、ＰＤＡ（携帯情報端末
）、ポータブルコンピュータ（たとえば、ラップトップ、タブレット）、センサー、モデ
ム、マシン型（ＭＴＣ）デバイス／マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）デバイス、ラップトップ
埋込み機器（ＬＥＥ）、ラップトップ搭載機器（ＬＭＥ）、ＵＳＢドングル、デバイスツ
ーデバイス対応デバイス、車両間デバイス、または無線通信を与えることができる任意の
他のデバイスを含む。無線デバイスは、トランシーバ１１１０と、処理回路要素１１２０
と、メモリ１１３０と、電源１１４０とを含む。いくつかの実施形態では、トランシーバ
１１１０は、（たとえば、アンテナを介して）無線信号を無線ネットワークノード１２０
に送信すること、および無線信号を無線ネットワークノード１２０から受信することを容
易にし、処理回路要素１１２０は、無線デバイスによって与えられるものとして本明細書
で説明される機能性の一部または全部を与えるための命令を実行し、メモリ１１３０は、
処理回路要素１１２０によって実行される命令を記憶する。電源１１４０は、トランシー
バ１１１０、処理回路要素１１２０、および／またはメモリ１１３０など、無線デバイス
１１０の構成要素のうちの１つまたは複数に電力を供給する。
【０１４１】
　処理回路要素１１２０は、無線デバイスの説明される機能の一部または全部を実施する
ために命令を実行し、データを操作するための、１つまたは複数の集積回路またはモジュ
ールにおいて実装されたハードウェアとソフトウェアの任意の好適な組合せを含む。いく
つかの実施形態では、処理回路要素１１２０は、たとえば、１つまたは複数のコンピュー
タ、１つまたは複数のプログラマブル論理デバイス、１つまたは複数の中央処理ユニット
（ＣＰＵ）、１つまたは複数のマイクロプロセッサ、１つまたは複数のアプリケーション
、および／または他の論理、ならびに／あるいは前述の任意の好適な組合せを含み得る。
処理回路要素１１２０は、無線デバイス１１０の説明される機能の一部または全部を実施
するように設定されたアナログおよび／またはデジタル回路要素を含み得る。たとえば、
処理回路要素１１２０は、抵抗器、キャパシタ、インダクタ、トランジスタ、ダイオード
、および／または任意の他の好適な回路構成要素を含み得る。
【０１４２】
　メモリ１１３０は、概して、コンピュータ実行可能コードおよびデータを記憶するよう
に動作可能である。メモリ１１３０の例は、コンピュータメモリ（たとえば、ランダムア
クセスメモリ（ＲＡＭ）または読取り専用メモリ（ＲＯＭ））、大容量記憶媒体（たとえ
ば、ハードディスク）、リムーバブル記憶媒体（たとえば、コンパクトディスク（ＣＤ）
またはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ））、ならびに／あるいは情報を記憶する任意の
他の揮発性または不揮発性、非一時的コンピュータ可読および／またはコンピュータ実行
可能メモリデバイスを含む。
【０１４３】
　電源１１４０は、概して、無線デバイス１１０の構成要素に電力を供給するように動作
可能である。電源１１４０は、リチウムイオン、リチウム空気、リチウムポリマー、ニッ
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ケルカドミウム、ニッケル金属水素化物、または無線デバイスに電力を供給するための任
意の他の好適なタイプのバッテリーなど、任意の好適なタイプのバッテリーを含み得る。
【０１４４】
　無線デバイスの他の実施形態は、上記で説明された機能性および／または（上記で説明
されたソリューションをサポートするのに必要な任意の機能性を含む）任意の追加の機能
性のうちのいずれかを含む、無線デバイスの機能性のいくつかの態様を与えることを担当
する（図１８Ａに示されている構成要素以外の）追加の構成要素を含み得る。
【０１４５】
　図１８Ｂは、無線デバイス１１０の例示的な構成要素を示すブロック図である。構成要
素は、取得モジュール１１５０と、受信モジュール１１５２と、送信モジュール１１５４
と、測定モジュール１１５６とを含み得る。
【０１４６】
　取得モジュール１１５０は、無線デバイス１１０の取得機能を実施し得る。たとえば、
取得モジュール１１５０は、上記の実施形態または例のうちのいずれか（たとえば、図１
６のステップ１６１２）において説明されたように、ネットワークノードから、接続モー
ドでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得し得る。いくつかの実施形態では、
取得モジュール１１５０は、処理回路要素１１２０を含むか、または処理回路要素１１２
０中に含まれ得る。特定の実施形態では、取得モジュール１１５０は、受信モジュール１
１５２、送信モジュール１１５４、および測定モジュール１１５６と通信し得る。
【０１４７】
　受信モジュール１１５２は、無線デバイス１１０の受信機能を実施し得る。たとえば、
受信モジュール１１５２は、上記の実施形態または例のうちのいずれか（たとえば、図１
６のステップ１６１６）において説明されたように、ネットワークノードから、参照信号
を受信し得る。いくつかの実施形態では、受信モジュール１１５２は、処理回路要素１１
２０を含むか、または処理回路要素１１２０中に含まれ得る。特定の実施形態では、受信
モジュール１１５２は、取得モジュール１１５０、送信モジュール１１５４、および測定
モジュール１１５６と通信し得る。
【０１４８】
　送信モジュール１１５４は、無線デバイス１１０の送信機能を実施し得る。たとえば、
送信モジュール１１５４は、上記で説明された例のうちのいずれか（たとえば、図１６の
ステップ１６２０）に従って、測定報告を送信し得る。いくつかの実施形態では、送信モ
ジュール１１５４は、処理回路要素１１２０を含むか、または処理回路要素１１２０中に
含まれ得る。特定の実施形態では、送信モジュール１１５４は、取得モジュール１１５０
、受信モジュール１１５２、および測定モジュール１１５６と通信し得る。
【０１４９】
　測定モジュール１１５６は、無線デバイス１１０の測定機能を実施し得る。たとえば、
測定モジュール１１５６は、上記で説明された例のうちのいずれか（たとえば、図１６の
ステップ１６１８）に従って、参照信号を測定し得る。いくつかの実施形態では、測定モ
ジュール１１５６は、処理回路要素１１２０を含むか、または処理回路要素１１２０中に
含まれ得る。特定の実施形態では、測定モジュール１１５６は、取得モジュール１１５０
、受信モジュール１５５２、および送信モジュール１１５４と通信し得る。
【０１５０】
　図１９Ａは、ネットワークノードの例示的な実施形態を示すブロック図である。ネット
ワークノードは、図７に示されているネットワークノード１２０の一例である。特定の実
施形態では、ネットワークノードは、無線ネットワークにおけるモビリティについての参
照信号を測定するように無線デバイスを設定することが可能である。ネットワークノード
は、接続モードでモビリティ信号を測定するための測定設定を取得することが可能である
。測定設定は参照信号タイプを含む。参照信号タイプは、複数の可能な参照信号タイプの
うちの参照信号の特定のタイプを示す。ネットワークノードは、測定設定を無線デバイス
に送信することと、示された参照信号タイプの参照信号を送信することとが可能である。
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【０１５１】
　ネットワークノード１２０は、ｅノードＢ、ノードＢ、ｇＮＢ、基地局、無線アクセス
ポイント（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント）、低電力ノード、基地トランシーバ
局（ＢＴＳ）、送信ポイントまたはノード、リモートＲＦユニット（ＲＲＵ）、リモート
無線ヘッド（ＲＲＨ）、または他の無線アクセスノードであり得る。ネットワークノード
は、少なくとも１つのトランシーバ１２１０と、少なくとも１つの処理回路要素１２２０
と、少なくとも１つのメモリ１２３０と、少なくとも１つのネットワークインターフェー
ス１２４０とを含む。トランシーバ１２１０は、（たとえば、アンテナを介して）無線信
号を無線デバイス１１０などの無線デバイスに送信すること、および無線信号を無線デバ
イスから受信することを容易にし、処理回路要素１２２０は、ネットワークノード１２０
によって与えられているものとして上記で説明された機能性の一部または全部を与えるた
めの命令を実行し、メモリ１２３０は、処理回路要素１２２０によって実行される命令を
記憶し、ネットワークインターフェース１２４０は、ゲートウェイ、スイッチ、ルータ、
インターネット、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、コントローラ、および／または他のネッ
トワークノード１２０など、バックエンドネットワーク構成要素に信号を通信する。処理
回路要素１２２０およびメモリ１２３０は、上記の図１８Ａの処理回路要素１１２０およ
びメモリ１１３０に関して説明されたのと同じタイプものであり得る。
【０１５２】
　いくつかの実施形態では、ネットワークインターフェース１２４０は、処理回路要素１
２２０に通信可能に結合され、ネットワークノード１２０のための入力を受信するか、ネ
ットワークノード１２０からの出力を送るか、入力または出力あるいはその両方の好適な
処理を実施するか、他のデバイスに通信するか、または前述の任意の組合せを行うように
動作可能な任意の好適なデバイスを指す。ネットワークインターフェース１２４０は、ネ
ットワークを通して通信するために、適切なハードウェア（たとえば、ポート、モデム、
ネットワークインターフェースカードなど）と、プロトコルコンバージョン能力およびデ
ータ処理能力を含むソフトウェアとを含む。
【０１５３】
　ネットワークノード１２０の他の実施形態は、上記で説明された機能性および／または
（上記で説明されたソリューションをサポートするのに必要な任意の機能性を含む）任意
の追加の機能性のうちのいずれかを含む、ネットワークノードの機能性のいくつかの態様
を与えることを担当する（図１９Ａに示されている構成要素以外の）追加の構成要素を含
む。様々な異なるタイプのネットワークノードは、同じ物理ハードウェアを有するが（た
とえば、プログラミングを介して）異なる無線アクセス技術をサポートするように設定さ
れた構成要素を含み得るか、あるいは部分的にまたは完全に異なる物理的構成要素を表し
得る。
【０１５４】
　図１９Ｂは、ネットワークノード１２０の例示的な構成要素を示すブロック図である。
構成要素は、取得モジュール１２５０と、決定モジュール１２５２と、送信モジュール１
２５４と、受信モジュール１２５６とを含み得る。
【０１５５】
　取得モジュール１２５０は、ネットワークノード１２０の取得機能を実施し得る。たと
えば、取得モジュール１２５０は、上記の実施形態または例のうちのいずれか（たとえば
、図１７のステップ１７１２）において説明されたように、測定設定を取得し得る。いく
つかの実施形態では、取得モジュール１２５０は、処理回路要素１２２０を含むか、また
は処理回路要素１１２０中に含まれ得る。特定の実施形態では、取得モジュール１２５０
は、決定モジュール１２５２、送信モジュール１２５４、および受信モジュール１２５６
と通信し得る。
【０１５６】
　決定モジュール１２５２は、ネットワークノード１２０の決定機能を実施し得る。たと
えば、決定モジュール１２５２は、アクティブモードモビリティ測定のためにどのタイプ



(28) JP 6911115 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

の参照信号を無線デバイス１１０に送るべきかを決定し得る。いくつかの実施形態では、
決定モジュール１２５２は、処理回路要素１２２０を含むか、または処理回路要素１２２
０中に含まれ得る。特定の実施形態では、決定モジュール１２５２は、取得モジュール１
２５０、送信モジュール１２５４、および受信モジュール１２５６と通信し得る。
【０１５７】
　送信モジュール１２５４は、ネットワークノード１２０の送信機能を実施し得る。たと
えば、送信モジュール１２５４は、上記で説明された例のうちのいずれか（たとえば、図
１７のステップ１７１４および１７１６）に従って、参照信号および測定設定を送信し得
る。いくつかの実施形態では、送信モジュール１２５４は、処理回路要素１２２０を含む
か、または処理回路要素１２２０中に含まれ得る。特定の実施形態では、送信モジュール
１２５４は、取得モジュール１２５０、決定モジュール１２５２、および受信モジュール
１２５６と通信し得る。
【０１５８】
　受信モジュール１２５６は、ネットワークノード１２０の受信機能を実施し得る。たと
えば、受信モジュール１２５６は、上記の実施形態または例のうちのいずれか（たとえば
、図１７のステップ１７１２）において説明されたように、無線デバイスから、測定報告
を受信し得る。いくつかの実施形態では、受信モジュール１２５６は、処理回路要素１２
２０を含むか、または処理回路要素１２２０中に含まれ得る。特定の実施形態では、受信
モジュール１２５６は、取得モジュール１２５０、決定モジュール１２５２、および送信
モジュール１２５４と通信し得る。
【０１５９】
　図２０Ａは、いくつかの実施形態による、例示的なコアネットワークノード３２０のブ
ロック概略図である。特定の実施形態では、コアネットワークノードは、ネットワークノ
ードに、測定設定を送ることが可能である。
【０１６０】
　コアネットワークノードの例は、モバイルスイッチングセンタ（ＭＳＣ）、サービング
ＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）、無線ネ
ットワークコントローラ（ＲＮＣ）、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、アクセスおよびモ
ビリティ管理機能（ＡＭＦ）などを含むことができる。コアネットワークノードは、処理
回路要素６２０と、メモリ６３０と、ネットワークインターフェース６４０とを含む。い
くつかの実施形態では、処理回路要素６２０は、ネットワークノードによって与えられて
いるものとして上記で説明された機能性の一部または全部を与えるための命令を実行し、
メモリ６３０は、処理回路要素６２０によって実行される命令を記憶し、ネットワークイ
ンターフェース６４０は、ゲートウェイ、スイッチ、ルータ、インターネット、公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ）、ネットワークノード１２０、無線ネットワークコントローラまたは
コアネットワークノード３２０など、任意の好適なノードに信号を通信する。
【０１６１】
　処理回路６２０は、コアネットワークノードの説明される機能の一部または全部を実施
するために命令を実行し、データを操作するための、１つまたは複数のモジュールにおい
て実装されたハードウェアとソフトウェアの任意の好適な組合せを含み得る。いくつかの
実施形態では、処理回路６２０は、たとえば、１つまたは複数のコンピュータ、１つまた
は複数の中央処理ユニット（ＣＰＵ）、１つまたは複数のマイクロプロセッサ、１つまた
は複数のアプリケーション、および／または他の論理を含み得る。
【０１６２】
　メモリ６３０は、概して、コンピュータプログラム、ソフトウェア、論理、ルール、ア
ルゴリズム、コード、テーブルなどのうちの１つまたは複数を含むアプリケーション、お
よび／またはプロセッサによって実行されることが可能な他の命令など、命令を記憶する
ように動作可能である。メモリ６３０の例は、コンピュータメモリ（たとえば、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）または読取り専用メモリ（ＲＯＭ））、大容量記憶媒体（たと
えば、ハードディスク）、リムーバブル記憶媒体（たとえば、コンパクトディスク（ＣＤ



(29) JP 6911115 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

）またはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ））、ならびに／あるいは情報を記憶する任意
の他の揮発性または不揮発性、非一時的コンピュータ可読および／またはコンピュータ実
行可能メモリデバイスを含む。
【０１６３】
　いくつかの実施形態では、ネットワークインターフェース６４０は、処理回路要素６２
０に通信可能に結合され、ネットワークノードのための入力を受信するか、ネットワーク
ノードからの出力を送るか、入力または出力あるいはその両方の好適な処理を実施するか
、他のデバイスに通信するか、または前述の任意の組合せを行うように動作可能な任意の
好適なデバイスを指し得る。ネットワークインターフェース６４０は、ネットワークを通
して通信するために、適切なハードウェア（たとえば、ポート、モデム、ネットワークイ
ンターフェースカードなど）と、プロトコルコンバージョン能力およびデータ処理能力を
含むソフトウェアとを含み得る。
【０１６４】
　ネットワークノードの他の実施形態は、上記で説明された機能性および／または（上記
で説明されたソリューションをサポートするのに必要な任意の機能性を含む）任意の追加
の機能性のうちのいずれかを含む、ネットワークノードの機能性のいくつかの態様を与え
ることを担当し得る、図２０Ａに示されている構成要素以外の追加の構成要素を含み得る
。
【０１６５】
　図２０Ｂは、コアネットワークノード３２０の例示的な構成要素を示すブロック図であ
る。構成要素は、受信モジュール１３５０と送信モジュール１３５２とを含み得る。
【０１６６】
　受信モジュール１３５０は、コアネットワークノード３２０の受信機能を実施し得る。
いくつかの実施形態では、受信モジュール１３５０は、処理回路要素６２０を含むか、ま
たは処理回路要素６２０中に含まれ得る。特定の実施形態では、受信モジュール１３５０
は、送信モジュール１３５２と通信し得る。
【０１６７】
　送信モジュール１３５２は、コアネットワークノード３２０の送信機能を実施し得る。
たとえば、送信モジュール１３５２は、上記で説明された例のうちのいずれかに従って、
測定設定をネットワークノードに送信し得る。いくつかの実施形態では、送信モジュール
１３５２は、処理回路要素６２０を含むか、または処理回路要素６２０中に含まれ得る。
特定の実施形態では、送信モジュール１３５２は、受信モジュール１３５０と通信し得る
。
【０１６８】
　本開示のいくつかの実施形態は、１つまたは複数の技術的利点を与え得る。いくつかの
実施形態は、これらの利点の一部、これらの利点ではないもの、またはこれらの利点の全
部から恩恵を受け得る。他の技術的利点は、当業者によって容易に確認され得る。たとえ
ば、いくつかの実施形態は、必要とされるアクティブモードモビリティ（ＡＭＭ）性能レ
ベルを維持しながら、リソース使用が効率的であるように、展開および使用シナリオパラ
メータに応じて、ＡＭＭ参照信号（ＲＳ）および測定を設定することを容易にする。
【０１６９】
　本開示はいくつかの実施形態に関して説明されたが、実施形態の改変および置換は当業
者に明らかである。いくつかの実施形態がいくつかの無線アクセス技術に関して説明され
たが、ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンスト、ＮＲ
、ＵＭＴＳ、ＨＳＰＡ、ＧＳＭ、ｃｄｍａ２０００、ＷｉＭａｘ、ＷｉＦｉなど、任意の
好適な無線アクセス技術（ＲＡＴ）または無線アクセス技術の組合せが使用され得る。し
たがって、実施形態の上記の説明は、本開示を制約しない。他の変更、置換、および改変
が、本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく可能である。
【０１７０】
　略語：
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　　３ＧＰＰ　第３世代パートナーシッププロジェクト
　　ＡＩＴ　アクセス情報テーブル
　　ＡＮＲ　自動ネイバー関係
　　ＣＡ　キャリアアグリゲーション
　　ＣＣ　コンポーネントキャリア
　　ＣＲＳ　セル固有参照信号
　　Ｄ２Ｄ　デバイスツーデバイス
　　ＤＲＳ　発見参照信号
　　ＤＴＸ　間欠送信
　　ｅＮＢ　エボルブドノードＢ
　　ｅノードＢ　エボルブドノードＢ
　　ＦＤＤ　周波数分割複信
　　ＬＴＥ　Ｌｏｎｇ－Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
　　ＭＩＢ　マスタ情報ブロック
　　ＭＲＳ　モビリティ参照信号
　　ＭＴＣ　マシン型通信
　　ＮＲ　新しい無線
　　ＰＢＣＨ　物理ブロードキャストチャネル
　　ＰＣＣ　プライマリコンポーネントキャリア
　　ＰＣｅｌｌ　プライマリセル
　　ＲＡＴ　無線アクセス技術
　　ＲＢＳ　無線基地局
　　ＲＲＣ　無線リソース制御
　　ＲＲＭ　無線リソース測定
　　ＲＳＲＰ　参照信号受信電力
　　ＲＳＲＱ　参照信号受信品質
　　ＳＣＣ　セカンダリコンポーネントキャリア
　　ＳＣｅｌｌ　セカンダリセル
　　ＳＦＮ　単一周波数ネットワーク
　　ＳＩＮＲ　信号対干渉雑音比
　　ＴＤＤ　時分割複信
　　ＴＲＰ　送信／受信ポイント
　　ＵＥ　ユーザ機器
　　ＵＭＴＳ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ
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